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AStudy　of　Pausanias’Description　of　Greece．
　　　　　　　　　　ATranslation　of　Book　V，‘‘Elis　A”
Part　II
Keiji　BABA
　　　　The　author　is　so　much　interested　in　the　historical　aspects　of‘‘The　Four　Great　Athletic　Festivals
and　Cults　of　the　Ancient　Greeks”that　he　really　visited　all　the　sites　where　the　four　great　athletic　fes－
tivals　were　held　by　the　ancient　Greek　people，　i．e．　Olympia，　Delphoi（the　Pythian　games），Isthmia　and
Nemea．　An　archaic　inscription　of　the　mid－sixth　Century　B．　C．　inscribed　on　a　halter　which　was　found　by
O．Broneer　in　the　Isthmian　sanctuary　of　Poseidon，　I　believe，　attests　the　authenticity　of　Pausanias　I
44．7－8，II　1．3．　Likewise，　the　discovery　of　the　Palaimonion　and　its　undergroulld－tunnel　evidences　clear－
1y　the　tnlth　of　Pausanias　II　2．1．　Furthermore，　the　new－discovery　of　Ophelteion　at　Nemea　is　nothing
but　the　additional　evidence　for　Pausanias’being‘‘an　honest　person”．　The　author　was　greatly　sur－
prised　when　he　visited　the　site　and　observed　the　remained　walls　of　the　ancient　peribolos　of　the
OphelteioI1．　Its　plan　at　once　reminded　the　author　of　the　Pelopion　in　Olympia，　and　urged　him　to　read
once　more　Pausanias’Books　V（Elis　A）and　VI（Elis　B）in　the　new　light　shed　from　Nemea　and
Isthmia．　The　author　has　tranlated　Pausanias’　Description　of　Greece，　Books　I（Attika），II（Korinthia／
Argolis）and　X（Phokis）into　Japanese　and　published　them　in　the　Iwanami’s　Bunko－series（1991－
・1992）．So，　the　author　made　up　his　mind　to　translate　Pausanias’Books　V－VI　and　publish　them　to　be
read　as　historical　materials　by　the　Japanese　research　workers　and　students．　This　time，　here　published
only　a　small　pQrtion　of　materials：Book　y　1．1－15．12　without　commentary。
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《重点個人研究》
パウサニアス研究皿
パウサニアス『ギリシア案内記』5巻「エリスA」
「古代ギリシアの四大運動競技会と祭祀」第一部
馬　場　恵　二
はじめに
　パウサニアス『ギリシア案内記』10巻「フォキス地方」4章1節（拙訳岩波文庫版，（上）184頁）
は，パウサニアスが現地を訪れた紀元後二世紀半ばには住む人も少ない田舎町と化していた都市国家
パノペウスについて，
「フォキス人の一都市（Polis）というわけだ。ただし，都市とは言っても，そこの住民が公官
庁の建物（archeia）も，体育所（gymnasion）も，劇場（theatron），それに広場（agora）さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すみかえもたず，水を引き入れた泉場（肋％のもない。まるで山奥の山小屋同然のあばら屋を住処
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポリスとして，ここの場合はカラドラの河床を下に見て人が住んでいる，それを都市と呼んで差し支
えなければだが」
というように，パノペウスを一都市として紹介しておきながら，わさわさこのような断り書きを入れ
ている。だが，これを裏返しに読めば，この引用箇所ほど鮮やかに古代ギリシア人のイメージする都
市景観の姿を教えてくれる資料はほかにない。ここに言及されているような諸施設を備えているのが
都市本来の姿，というわけなの℃ある。これらのうち広場（アゴラ）は，古代ギリシアの歴史や文化
を論ずるさい，「市民共同体国家」＝「ポリス社会」の象徴的施設として必ずと言ってよいほど話題
になるが，体育所やスタディオソ競技場（stadion）のほうは見落とされ勝ちである。これらの体育
施設も広場同様に，古代ギリシアの都市景観に不可欠な構成要素であったことを忘れてはならない。
市民生活と運動競技は密接不可分に結びついていたのである。しかもそれは，「パンとサーカス」の
ローマのような「見物者」としてではなく，自ら「裸（gymnos）」になって汗と埃にまみれながら優
勝を目指す「競争（ag6n）」の参加者としての積極的な結びつきなのである。
　市民の間に「競争の精神」＝「アゴーソの精神」がみなぎるギリシア世界においては，運動競技会は
ひとつの国においても国内の地方的なものから全国的規模のものまで，さらにはポリスの枠を超えて
国際的・民族的なものに至るまで，さまざまなものが開催されていた。それらのなかで，（1）オリュソ
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ピア競技会，（2）ピュティア競技会，（3）イストミア競技会，それに（4）ネメア競技会の四つの運動競技会
は民族的祭典として特別の重みをもっていた。本稿でいう「古代ギリシアの四大運動競技会」はこれ
らを指している。どの競技会においても優勝者は国の内外において大きな栄誉に輝いたが，これら四
大競技会すべてにおいて優勝を果たした運動選手（athletes＜athlon賞品）は特別に「ペリオドニケ
ス（ρθπ’040π薦ε）」と呼ばれた。このギリシア語はperiodos（ぐるり一周）とnike（勝利，優勝）
の両語に由来して，「総舐めの優勝者」＝「四大競技会制覇者」を意味したのである。
　ところで古代ギリシァの運動競技会は，ホメロスrイリアス』23巻256行以下の有名な「バトロク
ロス追悼競技会」のくだりや，前8世紀・幾何学様式時代の葬礼用土器に絵つけされている葬送の
場面などが示すように，死者葬送行事の一環として開催されていた。すなわち，古代ギリシアの運動
競技会は独立した「体育」の競技会ではなく，死者供養という宗教的側面をもつ催しで，「祭祀」と
不可分に結びついていたのである。また，歌舞音曲の「音楽競演」とも結びついていた。四大運動競
技会もまた「死者供養」と何らかのつながりをもっていたことは，パウサニアス『ギリシア案内記』
のあちこちに直接的・間接的言及があって，読む者の興味関心を掻き立ててくれている。典型的なの
はパウサニアスの伝えるイストミア競技会縁起謳である。先ず第1巻44章7－8節でパウサニアスは，
ボイオティア地方の王アタマスに逐われたイノ（テーベ建国者カドモスの娘）が息子メリケルテスを
道連れに，メガラ領地峡部の「モルウリス岩」からサロン湾の海中に投身自殺した次第を語るのであ
るが，そのなかでこう書いている。
「だが，息子のほうは伝承によれば，一頭のイルカによってコリントの地峡（Isthmos）に運
ばれたという。メリケルテスがパライモソと名を改められて，いろいろな尊崇を受けているそ
のひとつが，彼のために催されているイストミア競技会なのである」（拙訳岩波文庫版，（上）
202頁）
そして，第2巻冒頭（1章3節）のコリント地峡の描写では，
「道を先に進むと，一本松が私の訪れたときにも海辺にまだ生えていて，メリケルテスの祭壇
もあった。その少年は，まさしくこの地点へ一頭のイルカによって運ばれて来たと伝わるの
だ。死体となって横たわっている彼をシシュフォスが見つけて地峡（イストモス）に埋葬し，
彼の供養にイストミア競技会を創始したと伝わっている」（同，（下）21頁）
パウサニアスの伝えるこのような伝承をみごとに傍証する碑文史料が，1958／9年のイストミア遺蹟
の発掘で出土した。それは古代ギリシアの運動選手が幅跳び種目のときに使用した一対の用具ハルテ
レス（halteres）の，片方のもの（halter）に刻まれていた奉納銘である（岩波文庫版パウサニアス
rギリシア案内記』（下）22頁掲載の，筆者がイストミア考古学博物館で撮影した写真と解説を参照）。
0．Broneer，　Hesperia　28（1959），322f．校訂のテキストはつぎのようになっている。
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（a）－epentawethleon　nika．
（b）－aion　d’win［o］id’euchomeno［s］．
これら（a），（b）の碑文は同一用具の外側と内側に刻まれていて，全体でひとつの奉納銘をなしていたも
のと思われる。このうち，（a）のほうは「五種競技の勝利」もしくは「五種競技に勝利せよ」と読め，
（b）のほうは「イノの息子に祈願して」と読める。「イノの息子」とは，メリケルテス／パライモンにほ
かならない。Broneerは文字の書体から奉納銘の年代を前6世紀前半に遡ると推定する。地方的宗教
的行事としての起源はさておいて，全ギリシア的競技会としてのイストミア競技会の発足は第49期
オリュンピアド期間中のことと伝わり，前582年もしくは580年と推定されているので，「五種競技
（Pentawethleon＝Pentathlon）」の競技種目に言及するこの奉納銘は，イストミア競技会発足の時期に
きわめて近い，貴重な史料ということになる。
　イストミアのポセイドン神域の叙述のなかでパウサニアスはつぎのように語っている。
「聖なる囲い地（Peribolos）の境内左側にパライモンの神殿があり，この堂内に安置されてい
る祭神像はポセイドン，レウコテア，それに当のパライモン。ほかにもいわゆる「至聖所
（adyton）」があって，その下には地下道が通じている。「至聖所」はバライモンの（遺体）が
隠されたと伝わる場所である。コリント市民にせよ，他国人にせよ，同所で偽りの誓いをなし
　　　　　　　　　　　　　　　すべた者は，その誓いの責務から逃れる術はまったくない」（岩波文庫版，（下）25頁）
パウサニアスのこの箇所は今世紀五十年代のイストミア遺蹟の発掘までは，見当もつかない，まった
くの謎の一節であった。だが現在では，パライモソ神殿とそれに付属する地下道が発掘によって姿を
現わしていて，パウサニアスの記述の克明さを裏書きしている。詳細は拙訳岩波文庫版パウサニアス
『ギリシア案内記』（下）25頁の筆者の写真「パライモニオンとそのアデュトソ」および334頁注二五
2と注二五7を突き合わせていただきたい。パウサニアス『ギリシア案内記』本文の重要性がよくお
分りいただけるであろう。
　古代ギリシア四大競技会のもうひとつの競技会であるネメア競技会についても，最近になって注目
すべき考古学的発掘の成果が見られた。パウサニアス『ギリシア案内記』第2巻15章2－3節はネメ
ア競技会開催の地であったゼウス・ネメイオスの神域をこのように描写している。
「（2）このネメアにはゼウス・ネメイオスの神殿があって一見に値する。とは言うものの屋根は
朽ち果て，祭神像はもはや何ひとつ残されていない。神殿のまわりを糸杉の杜（alSos）が囲
んでいるが，同所こそ乳母によって草原に置き去りにされたオフェルテスが蛇に殺されたと伝
わる現場である。（3）アルゴスの人たちはここネメアにおいてもゼウスに犠牲を捧げ，ゼウス・
ネメイオスの神官を選ぶばかりか，冬季開催のネメア競技会にさいしては武装した成人男子の
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競走を主催している。ここにオフェルテスの墓が営まれていて，そのまわりを石垣が囲み，い
くつかの祭壇がその囲壁の境内（ρ6励oZoε）に設けられている。盛土も見えるが，これはオフ
ェルテスの父リュクルゴスの塚である」（同78頁）
ここでもまた，男子幼児の死と聖域に所在するその墓が語られていて，イストミア競技会縁起課とパ
ライモンの死，およびその墓所神殿であるパライモニオンを想起させる。イストミアとネメアの両競
技会は，それぞれの縁起潭における男子幼児の死およびその墓所という点で完全に似通っているので
ある。しかもネメアの地においても最近の発掘で，バウサニアスが記述する通りの石垣で区画された
「囲壁の境内（peribolos）」が掘り出されたのである。筆者が撮影したこの遺構の写真は岩波文庫版
パウサニアス『ギリシア案内記』（下）79頁に載せておいたが，その解説と同巻357－358頁の注七八
10，注七八13も合わせて参照していただきたい。ネメア遺蹟における「オフェルテスの墓」＝「オ
フェルテイオン（Ophelteion）」の発見は，この遺構の囲壁が台形に近いながらも不正多角形をして
いる点からも，オリュンピア聖域の「ペロプスの社」（ペロピオソPelopion）に酷似していて，オリ
ュンピア競技会開催の地であるオリュソピアに対する新たな関心を喚起することとなった。そこで今
回の報告は，紙幅の関係で全文を一挙に掲載することはできないが，ともかくオリュンピア競技会関
係の基礎史料であるパウサニアスの第5巻「エリスA」の冒頭から15章12節までにかぎって発表する
ことにした。飯尾都人訳『ギリシア記』（1991年）の翻訳・訳注ともあまりにも無責任で，人を誤ら
せることはなはだしいからである。
パウサニアス『ギリシア案内記』第5巻　エリスA
ペロポネソスの地域区分と住民
一章　ギリシア人でも，ぺロポネソスの構成部分は五つであって，それ以上ではないと主張する人た
ちは，必然的につぎの点を認めなければならない。すなわち，（第一部分の）アルカディアの地はエ
リス人とアルカディア人が定住し，第二部分はアカイア人に属して，残りの三部分はドーリス系であ
ると。アルカディア人とアカイア人の両種族は土地生え抜きとしてペロポネソスに住んでいる。後者
はドーリス族によって自分の土地から立退かされたものの，ペロポネソスからは引き払わず，イオニ
ア族を追い出して昔のアイギアロス，すなわち現在では当のアカイア人にちなんで呼ばれている土地
を占有した。（2）アルカディア人のほうは初めから現在まで自分の領土を保有しつづけている。しか
し，残りの諸部分は流入民の保有するところとなっている。そう言えば，現在のコリント人はペロポ
ネソスー番の新顔で，彼らが皇帝（basileus）から領土を得て現在の私の時代に至るまでの年数は二
二〇に三年欠けるだけである。ドリュオペス族とドーリス族にしても，前者はパルナソス山，ドーリ
ス族はオイタ山の地域からペロポネソスへやって来た人びとである。
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エリス古史
神話時代，
　（3）われわれはエリス人がカリュドンその他，アイトリア地方からの渡来人なことぐらい，誰でも
知っている。彼らに関わるもっと古い故事来歴としては，私は以下のようなことを探り出した。伝承
によれば，この地で最初に王であったのはアエトリオスで，彼はゼウスとデウカリオンの娘プロトゲ
ネイアとの問の子と伝わり，アエトリオスの息子がエンデュミオソであったという。（4）このエンデュ
ミオンを月の女神セレネが愛して，この女神から彼には50名の娘が生まれたと説かれている。しか
し，話のもっとまともな人たちがいて，エンデュミオソはアステロディア　　ただし，アンフィクテ
ユオンの子イトノスの娘のクロミアとする人もあれは，アルカスの娘ヒュペリッペと説く人たちもい
る　　を妻に嬰り，彼にはともかくパイオン，エペイオス，アイトロスと，この息子たちのつぎに娘
のエウリュキュダが生まれたと伝えている。エンデュミオンはオリュンピアの地において，息子ども
のために支配継承権の懸かった競走種目の競技を開き，エペイオスが優勝して王権を掌中にした。そ
して，彼が支配した住民はこのとき初めてエペイオス人と名づけられた。（5）彼の兄弟のうちひとりは
同地に留まったが，パイオンは負けを苦にできるだけ遠い地に都落ちしたので，アクシオス川彼方の
地方は彼にちなんでパイオニアと呼ばれるに至ったという。エンデュミオンの最期についての伝承は
ミレトス近傍のヘラクレイアの人たちとエリス人とは食い違っていて，エリスの人たちがエンデュミ
　　ムネ－マオンの墓を明示するのに対してヘラクレイアの人たちは，彼は…ラトモス山に篭もったと主張してい
て，事実「エンデュミオソの至聖所」がラトモス山中にある。⑥エペイオスはコロノスの娘アナクシ
ロエと結婚して，娘ヒュルミナが生まれたが，男系子孫は得られなかった。エペイオス王の在位中こ
んなことも起こった。アクシオンの息子オイノマオスは詩人たちが太鼓判を押し，人口にも膳灸して
いる話では軍神アレスの子とされている人物で，いわゆるピサ領を支配していたのであるが，ペロプ
スが船隊を率いてアシアの地から渡って来るや，さすがのオイノマオスもその支配に終止符を打たさ
れた。（7）オイノマオスが死ぬとペロプスは，ピサ領に加えてオリュソピアをも獲得した。つまり彼は
エペイオスの領土のうち，ピサ領に接する一帯を侵して蚕食したのである。エリスの人たちの言によ
れば，ペロポネソスにおいてヘルメスの神殿を建立し，同神に犠牲を捧げたのはペロプスが最初で，
それは彼が犯したミュルティロス殺害に対する同神の怒りを避けるためであった。
　⑧エペイオスのつぎに王に立つたアイトロスはペロポネソスから逃避する羽目となった。というの
もアピスの息子たちが，過失致死の流血事件をとがめて彼に対する報復の挙に出たためである。実は
アイオロスは，アザン供養のために開かれた追悼競技会で，アルカディアはパランティオン出身のイ
アソソの息子アピスのことを，馬車を追突させて殺していたのである。アケロオン河畔の住民がエソ
デュミオンの子のアイオロスにちなむ名で呼ばれているのは，彼が逃げ込んだのが本土のこの地方で
あったためで，いっぽうエペイオス人に対する支配権を掌中にしたのはエレイオスであって，彼はエ
ンデュミオンの娘エウリュキュダの子は子でも一一信じれればの話だが一父親はポセイドン神であ
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った。このエレイオスにちなんで人びとは，エペイオス人という呼称を改めて現行の名称とした。
アウゲアス王とヘラクレス
　（9）エレイオスの息子がアウゲアス。彼のことの荘厳化をはかる人たちはエレイオスの名前をちょ
っと捻って，アウゲアスは太陽神ヘリオスの息子なりと主張する。このアウゲアスは牛とか山羊の群
れを非常に沢山もっていたので，その領土の大半は家畜の糞に邪魔されて，ずっと長いあいだ活用さ
れないままであった。彼はエリス地方の一部か，ほかの何らかの手当てを与える条件で，ヘラクレス
が同地の糞を清掃してくれるように説得した。⑩すると彼は，ペネイオス川の流れの向きを糞のほう
に変えて，この任務を遂行した。ところがアウゲアスとくると，その仕事はほとんどがヘラクレスの
ソフィア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポノス
知力によるもので，肉体労働の労苦なしに達成されたものだとして手当ての支給を渋ったばかりか，
息子のうち長男のフユレウスが父を諭して，恩義のある人（aner　euergetes）に対して義理を欠くで
はないか，と楯突いたのを追放してしまった。そして，万一ヘラクレスがエリスに攻め寄せて来て
も，それを相手に守り防ぐことができるようにあれこれ準備を整えたが，とくにアクトルの息子たち
とアマリュソケウスを味方に惹き入れた。⑪このアマリュソケウスはとにもかくにも戦さ事に秀でた
逸材であったが，彼の父親ピュティオスは祖先筋から言えばテサリア人で，テサリアからエリスの地
にやって来た人であった。そこでアウゲアスは，アマリュンケウスにエリス支配の一端に与らせた
が，アクトルとその息子たちのほうは地元の一門であって，彼らには王権の一翼を担わせた。現にア
クトルは，父親はラピトスの子のフォルバス，母親はエペイオスの娘のヒュルミナであった。そして
彼女にちなむ都市ヒュルミナをアクトルはエリスの地に建設した。
　二章　ヘラクレスはアウゲアス相手に戦争しつづけていても，赫々たる戦果をさっぱり世に示すこ
とができなかった。というのも，大胆さの点でも兵役年令の点でもアクトルの息子たちは絶頂にあっ
て，ヘラクレスの陣営はいつも彼らに敗走させられていたためであった。そしてついに，コリソトが
「イストミア休戦」を布告したのを受けて，アクトルの息子たちが神事使節として同競技会へ赴くと
ころをヘラクレスがクレオナイで待ち伏せをかけて殺害するという事態が出来した。この殺人の犯人
が誰だかはっきりしなかったところ，モリオネが息子たちの下手人発見のために並み並みならぬ努力
を傾けた。（2）彼女がそれを突き止めると，エリスの人たちは殺人の償いをアルゴス人に求めた。実は
その当時，ヘラクレスはティリュンスに滞在していたからである。アルゴスの連中が償いを払っでく
れなかったので，彼らは今度はコリント人に圧力をかけて，アルゴス種族全体をイストミア競技会か
ら締め出そうとした。これにも失敗するとモリオネは，市民にしてイストミア祭典不参加を望まない
者あらば，その者たちは呪わるべしとの呪咀を下したとされている。モリオネの呪咀は現在でも守ら
れていて，エリス人にして肉体を鍛練している連中は，イストミア競技会には出場しないのが仕来り
となっている。（3）だが，上述のものとは異なる伝承が二つある。そのうちひとつの話では，コリント
の優主であったキュプセロスがオリュンピアのゼウス神に黄金縁を奉納したが，自分の名を奉納品に
刻み込む前に死んでしまったので，コリソトの人たちはその奉納品に公式の国家名義の碑銘刻文の許
可をエリス人に求めた。しかし，それがかなえられなかったので，彼らはエリス人に怒りを燃やし
8
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て，イストミア祭典からのエリス人排除を事前通告したとされている。それでは一体どうしてコリン
トの人たちはオリュソピアの競技会に参加できているのであろうか。いやしくも，エリス人の意志に
反して彼らをイストミア祭典から締め出したというのであれば。（4）もう一方の話では，エリス人の名
士プロラオスと彼の妻リュシヅペに息子のフィラントスとランボスがいたということになっていて，
息子たちがイストミア祭典の競技会に出場とあいなり，〈片方は〉少年組の全力格闘技，もう片方は
レスリングの試合に出場の予定であったところ，競技会出場となる前に，相手側選手によって絞殺な
いしほかの手段で片づけられてしまった。だから，イストミア祭典不参加を自発的にやらない場合云
々のエリス人に下された例の呪咀はリュシッペのものなのだ，とされている。この話もまた子供騙し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペソタトロンなことはすぐにばれる。（5）エリスの人ティモソはギリシア本土各地の競技会で五種競技優勝の実績を
挙げ，オリュソピアにも彼の肖像彫刻に添えた碑銘のエレゲイア詩があって，ティモンがさらった花
冠をすべて列挙のうえ，彼がイストミアの勝利に与らなかったその理由にまで触れている。エレゲイ
ア詩の当該箇所はこうなっている。
シシュフォスの地に人の立ち入るを阻みしは争いごと，
モリオネが一族のおぞましき死をめぐりての。
　三章　この件はわれわれにはこれ位で充分として，つぎに，ヘラクレスはその後，テーベからの勢
力とアルカディア勢とをアルゴス軍のもとに結集させたうえで，エリスを占領破壊した。エリス加勢
に馳せ参じたのは，エリス地方のピュロス勢とピサ勢であった。このうち前者に対してヘラクレスは
報復を加えたが，ピサ勢に対する出動はデルフォイの神託が彼を阻止して，こんな内容であった。
父上はピサを気遣い給う，渓谷のピュトを吾に給いしお方なる。
この神託がピサの人たちには救いとなった。ヘラクレスのほうはフユレウスにエリス領その他を返還
したのであるが，それは自分から進んでやったというより，むしろフユレウスを揮ってのことであっ
た。そして捕虜たちを彼の手中に委ねる一方，アウゲアスには処罰を受けないで済むようにはかって
やった。（2）エリスの女たちは，その国土から兵役年令の若者が消えてしまったのでアテナ女神に，自
分たちが男と交わったら即刻，身篭もるようにさせ給えと祈願したと伝わる。果たしてその祈りがか
なえられて，人びとは添え名をメテル（母親）というアテナの聖所を創設した。女も男も両方そろっ
て性の交わりで天にも昇る心地になったので，彼らがお互い最初にいっしょになったその場所を地元
の方言でバデュ（bady＜badys＜醐の∫＝彫の3：甘美），同所を流れる川を「バデュ水」と名づけた。
アウゲアス王没後
　（3）エリスの事態収拾を済ましてから，フユレウスがふたたびドゥリキオンに引き揚げ，齢を重ねた
アウゲアスも宿命が捉えると，エリスの王権はアウゲアスの子アガステネス，ならびにアソフィマコ
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スとタルピオスが掌握した。というのは，アクトルの息子たちはオレノスの王デクサメノスの娘であ
った双子の姉妹を家に迎えていたのだが，テロニケを妻としたほうの息子（クテアトス）に生まれた
のがアンフィマコス。テライフォネを妻としたほうのエウリュトスに生まれたのがタルピオスであっ
たからである。（4）しかし，アマリュンケウス本人や，アマリュンケウスの息子ディオレスにしても私
人のままでは済まなかった。これはホメロスもエリス人の『軍勢一覧』（『イリアス』2．615－624）で
示唆している事柄であって，彼は同軍船隊の総数を四〇隻と歌い上げ，その半数はアンフィマコスと
タルピオスの指揮下に配属されたが，残る二〇隻のうち一〇隻はアマリュンケウスの子ディオレス
が，もう片方の同数の船団はアガステネスの子のポリュクセノスが指揮を執ったとしている。トロイ
アから無事生還したポリュクセノスに生まれた息子がアンフィマコス　　この名前をポリュクセノス
が息子につけたのは私が思うに，クテアトスの子でイリオンで戦死したアソフィマコスに対する親愛
の情によるのであろう　　，そしてアソフィマコスの息子がディオスであった。（5）そしてエリスでデ
ィオス王の在位中，ドリス族の大軍がペロポネソス帰還のためにアリストマコスの息子たちのもとに
集結した。ところでドリス族の諸王には，帰還の指揮者には三つ目の者を立てよとの託宣が下ってい
た。神託の真意を量りかねている彼らであったが，螺馬一一頭を追うひとりの男がたまたま彼らに出合
い，その螺馬の片目が潰れていた。⑥あの神話はこの男のことを指しているのだとクレスフォンテス
が合点したので，ドリス族は彼を味方に取り込んだ。すると彼は一同に，ペロポネソスへは船隊で寄
せるべきであって，ゆめゆめ地上軍による（コリント）地峡突破を試みることなかれと勧告した。彼
はこのように助言し，同時にナウパクトスからモリュクリオンに至る航路を彼らに案内した。一同は
この返礼にエリスの地を彼の求めに応じて贈与することを確認し合った。この男はオクシュロスとい
い，トアスの子ハイモソの息子であった。ここに言うトアスはアトレウスの息子たちに協力してプリ
アモスの支配権を崩壊させた人物にほかならない。トアスからエンデュミオソの子のアイトロスまで
遡って六代である。⑦ヘラクレイダイ（ヘラクレスー門）はアイトリア地方の諸王とともかく親族で
あって，アソドライモンの子トアスとヘラクレスの子ヒュロスそれぞれの母親は姉妹の間柄であっ
た。ところで，オクシュロスはふとしたことでアイトリアからの亡命の身であった。実は，円盤投げ
をしているとき彼は手元が狂って，過失による殺人を犯してしまったのだが，この円盤に殺されたの
はオクシュロスの兄弟のテルミオスとされているが，一部にはスコピオスの子のアルキドコスだった
とする説もある。
オクシュロス王
　四章　オクシュロスにまつわる話はほかにもあって，例えば彼はアリストマコスの息子どもが，エ
リスの地が全域にわたって肥沃でよく耕されているのを目のあたりにすれば，自分に（約束の）この
土地を贈与してくれなくなるのではないかと懸念して，そのためエリス領ではなくアルカディア人の
ところを通ってドリス族を導いて行ったと伝わる。オクシュロスはエリス支配権を合戦なしに手に入
れようと努めたが，ディオスはどっこいそうは許さず，こんな提案をもち出して来た。総力を挙げて
徹底交戦するのではなく，双方の陣営からそれぞれ一名の戦士を選抜して決戦させようではないか，
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と。（2にれが双方の賛成を得たところで，この壮挙のために抜擢されたのが，ひとりはエリス人の弓
兵デグメノス。アイトリア陣営のほうからはピュライクメスで，投石具使用の練達者であった。この
ピュライクメスが勝ちを制してオクシュロスが王権を掌中にしたが，旧来の住民エペイオス人にはと
もかく自分自身の財産に留まることを安堵し，ついで，土地再分配を条件に（epi　anadasm6i　tes
ch6ras）彼らの仲間住民（synoikoi）としてアイトリア人を追加入植させた。そしてディオスには特
典を分け与え，諸々の半神にも旧来通りの尊崇の礼を守ったほか，とくにアウゲアスには犠牲の儀式
を加えたが，それは現在われわれの時代にも彼に捧げる仕来りとなっている。
　（3）さらに彼は，市の城壁から遠くは離れていない村々の住民を市内に移るように説得して，エリス
の町を住民人口数をはじめその他の点でも一層大きな，そして一一層裕福なものとして世に示したと伝
えられている。ところで，彼のところにデルフォイの神託がとどいて，ペロプスの末喬を都市建設者
仲間（synoikistes）に加えよ，とあった。オクシュロスは懸命に捜査を展開して，探しているうちに
ダマシアスの子のアゴリオスを発見したが，彼はオレステスの子ペンティロスの孫に当たった。オク
シュロスはこのアゴリオスをアカイア地方のヘリケから，彼に従うそれほど多数ではないアカイア人
の一団ともども連れて来た。（4）オクシュロスの妻の名前はピエリアだったと人びとは伝えているが，
彼女の身辺のことは記憶に留めていない。オクシュロスの息子はアイトロスとライアスであったとさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムネ－マれている。アイトロスが親に先立つと，両親は門そのものに墓を築いて彼を埋葬したのだが，それは
オリュンピアとゼウスの聖所に通ずる門である。両親が彼をこのように弔ったのは，「遺体は市の外
でも内でもなくあれかし」との神託に従ったためであった。ギュムナシアルコス（gymnasiarchos＝
体育所所長）は現在私の時代でも毎年アイトロスに犠牲を捧げている。
オリュンピア祭典・競技会の再興
　（5）オクシュロスのつぎに，オクシュロスの子のライアスが支配権を握った。しかし，彼の子孫で王
位に就いた者たちを私は見出せなかったので，子孫のことはちゃんと知っているものの，構わないで
おく。’私人の世界までは私の話を落としたくないからだ。その後，イフィトス　　生まれはオクシュ
ロスの末喬。その活躍年代は，ラケダイモン人のために法律を書き上げたリュクルゴス当時一がオ
リュンピアにおける競技会を開催し，オリュソピア祭典の祭礼とエケケイリア（オリュソピア休戦）
を新規まき直しで再興した。同競技会は何年間になるのか分からないが，ある空白期間があった。オ
リュソピア祭典が飛ばされて空白となった理由は本書のオリュンピア誌（5．8．5参照）で解説すると
しよう。（6）ちょうどその頃のギリシア本土は同族間の内戦と疫病のために疲弊していたので，イフィ
トスが思い立ってデルフォイの神に災禍の解消を求める次第となった。すると巫女ピュティアによっ
て，イフィトスとエリス人たちはオリュンピア競技会を再興すべし，との指示が彼に下されたとい
う。イフィトスは，これまでヘラクレスはわれらの敵とみなしていたエリス人たちを説得して，ヘラ
クレスにも犠牲を捧げるようにさせた。オリュンピア所在の古碑文はイフィトスのことをハイモンの
息子としているが，ギリシア人の多くはハイモンではなくプラクソニデスの息子だと主張している。
ところが，エリス人の古文書はイフィトスの系譜を遡って，彼と同名の父親に言及している。
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（7）エリス人たちはイリオン攻略の戦争にも参加したし，ペルシア軍のギリシア侵攻に対する戦いに
も参加した。オリュソピアにおける競技会開催の主宰権をめぐって彼らに生じたピサ人やアルカディ
ア勢相手の危機の詳細はさて措いて，彼らは嫌々ながらラケダイモン軍とともにアテネ領に侵攻した
ことがあった。しかし，その後あまり年数を重ねないうちに，マソティネイア勢やアルゴス勢と一緒
になってラケダイモソ軍と対戦し，アッティカ勢（アテネ軍）まで同盟陣営に引き入れた。（8）アギス
の（エリス）領内侵攻とクセニアスの裏切りがあったとき，エリス軍はオリュンピアの合戦で勝利を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　　リ　ボ　　ロ　ス収めたのであって，ラケダイモソ軍を敗走させて聖なる囲い地から彼らを追い出してしまった。その
後，彼らの戦争は協定にしたがって止んだが，その協定とは，先に私が本書のラケダイモン人に関す
る箇所（3．8．5）で説明しておいたものである。（9）アミュンタスの子のフィリポス（2世）がギリシ
ア介入の手を引っ込めたがらずにいたところ，エリス人は市民相互の内乱に悩まされて，自分のほう
から進んでマケドニアとの同盟関係に入ったものの，カイロネイアの地においてギリシア軍相手に戦
うことまではさすがにできかねた。フィリポスのラケダイモソ領侵攻に参加したのは，その相手に対
する古来の敵意あってのことだった。アレクサソドロス（3世・大王）が没すると彼らエリス人は，
ギリシア諸国民ともどもアンティバトロス鷹下のマケドニア軍と戦った。
エリスの借主政
　五章　その後，エテユモンの子ダマレトスの息子のアリストティモスがエリスの地で僧主政を樹立
した。その樹立に向けて，デメトリオス（1世・ポリオルケテス）の息子でマケドニア王であったア
ソティゴノス（2世・ゴナタス）による支援工作があってのことだった。六カ月間悟主の座にあった
アリストティモスに対してキロン，ヘラニコス，ラソピス，それにキュロンが蜂起して彼の支配を倒
し，最後に挙げたキュロソは，ゼウス・ソテル（救済者）の祭壇に嘆願庇護者としてすがった催主を
自らの手で殺害したのであった。
エリスの特産と特異事象
　エリス人の戦争のことは，差し当りざっと数えてみたところで以上の通りとして，②エリスの地で
誰しも驚嘆を禁じ得ないのは，ひとつにはビュソス（byssos：上質の麻ないし木綿）が育つのはギリ
シアでは当地にかぎられ，ほかのどこも駄目ということと，牝馬どもは外地ではロバの子種を孕むの
に，エリス領内ではその子種を宿さないという点である。後者の点は何かの呪いがその原因となって
いると伝わる。エリス産のビュソスはその繊細なことでヘブライ産のものに引けを取らないが，それ
　　　　　ク　サ　ン　ト　スのようには明るい黄色ではない。
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サミコンとレプレオン
　（3）エリス領のほうから行くと海岸を占める場所があって，これはサミコソと呼ばれている。そし
て，これを越えた向こうの右側にトリフユリアと呼ばれる地方と，トリフユリア他方の一都市レプレ
オン（ママ）とがある。レプレオンの人たちは，自分らはアルカディア人の一部だと主張したがってい
るが，元来彼らはエリス人の服属民であった気配がある。現に，彼らのうちオリュンピア祭典で優勝
　　　　　　　　　　　　ケリュクスした者たちの勝ち名乗りに布告使は，「レプレオソ出身のエリス人」と呼び上げている。［それにアリ
ストファネス（『鳥』149）もレプレオスはエリス人の小都市，と歌っている。コレプレオンに至る道
は，先ずサミコンからのものはアニグロス川を左手に離れて行く。もうひとつはオリュソピアからの
道で，三番目はエリスからの道。そのうち道程の最も長いものでも一日行程である。（4にの都市にそ
の名がついたのは，ピュルゲウスの子で同市創設者であったレプレオスにちなむとされている。この
レプレオスはヘラクレスを相手に，俺も食うことにかけてはヘラクレスなどに負けはしないと張り合
ったと伝わる。双方同時に各々一頭の牛を屠り，食事の準備にかかった。そしてレプレオスは，その
約束通り，食べることの力量においてヘラクレスに劣らなかったので，これにつづいて武器使用の真
剣勝負を彼に挑んだ。戦いに負けてレプレオスは死に，フィガリアの地に埋葬されたと伝わってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムネ－マる。ただし，フィガリアの人たちはレプレオスの墓を明示できないままでいる。（5）私は一部の人たち
が，同市の建設をピュルゲウスの娘レプレアに帰しているのを耳にしたことがある。だが一部の人た
ちは，当地の最初の居住者たちを疫病のレプラ（lepra：癩病）が襲い，そのため同市は住民の災難
に絡めてその名を得たとも主張している。レプレオソの人たち自身の伝えるところでは，かつては同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タフォス市にゼウス・レウカイオス（白楊樹の神）の神殿とアレオスの子のリュクルゴスの墓，それにもうひ
とつカウコンの墓があったと言い，後者の天辺飾りには竪琴を手にした男がひとり載っていたとも言
う。（6）現在私の時代には目立つ墓はなく，神々の聖所もデメテル女神のそれ以外，どの神の聖所もな
い。その聖所は日乾し煉瓦でできていて，祭神像は一切ない。レプレオン人たちの都市から遠くはな
いところにアレネと呼ばれる泉があって，その名前はアファレエスの妻にちなんで泉につけられたと
伝わる。
アニゲロス川
　（7）ふたたびサミコソ目指して方向転換して，田舎の道を行くと，アニグロス川が海に注いでいる。
この川の流れは激しい風が吹きつけてしばしば押しもどしてしまうことがある。烈風が海底の砂山を
外洋から川のほうに運んで，水流の前進を抑えてしまうのだ。堆積土砂が海水と，内側の川の水とに
よって両面からびっしょり湿気を帯びてしまうと，そのときには牛馬などの役獣や，それよりむしろ
旅人（aner・euz6nos：帯をきりりと締めた人）にとって，土砂に埋没する危険が生ずる。（8）このアニ
グロス川はアルカディアの山ラピトスから流れ下って来ているが，水源を出たとたんに良い香りどこ
ろか，ひどい悪臭の水をもたらしている。いわゆるアキダス川と合流する以前には，そもそも魚一匹
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すら養っていないのは明らかなのである。これとの合流を見たあと，この川の水といっしょに下って
来た魚どもがいることになるが，折角の魚も人間の食用にはならない。それより前，アキダスの流域
内で獲った場合は，それらの魚は食べられたにもかかわらず，こうなってしまうのだ。（9）アキダスの
古名がイアルダノスであったという件について，私自身どこにも推測の根拠はないが，さるエフェソ
ス人が語るのを耳にしたことがあるので，その話を伝えるまでである。アニグロスの臭気の異常は，
その水が湧出する大地に起因すると言われて私は納得する者であり，それはちょうどイオニア地方奥
地の水の蒸気が，人間にとって致命的となっているのと同一の原因なのである。⑩ギリシア人の一部
の人たちはキロソ，一部の人たちはそれとは別のケンタウロスのピュレノルだと言うのだか，ともか
くヘラクレスの矢に射られたとき，その負傷者は落ち延びてこの水で傷口を洗ったとされていて，そ
のためヒュドラ（水蛇）の毒に汚染されてアニグロスの臭いが不快なものになったという。しかし一
部の人たちは，同河川汚染化の原因をアミュタオンの子のメランプウスに帰していて，プロイトスの
娘どもを浄めるために彼が使用した品物の数々がここに投げ入れられたためだとしている。
　（11）サミコソには同河川から遠くはないところにひとつの洞窟があって，「アニグリダイ　（アニグロ
スー族）の妖精たちの洞窟」と呼ばれている。癩病で不完全白斑（alPhos）あるいは白斑（leuleeA）
の皮膚障害を病む者はこの洞窟に入ると，先ず妖精たちに祈って，何でもよいから犠牲を捧げること
を約束するのが当人にとっての仕来りとなっている。それを済ませてから彼は自分の身体の患部をこ
そげ落とす。それから川を泳ぎ渡ると，当の皮膚障害を川の水の中に置き去ることになって，水から
上って来ると彼は健康体になっていて，斑模様のないすっきりした肌になっているのだ。
　六章　オリュンピアに向かう本道に沿ってアニグロス川を渡ってさらに行くと，程なく道の右側に
高い地点と，その上の古市サミコンが見えてくる。同市はアイトリアの勇士ポリュスペルコンが対ア
ルカディア勢の城砦拠点としていたとされている。
　（2）アレネの廃櫨は，メセニア人にせよエリス人にせよ，誰ひとりとして明確に指し示してくれる者
がいなかった。同市については誰もがてんでんばらばらの推測を重ねている有様であるが，私にはサ
ミコソが昔むかしの英雄時代にはアレネと呼ばれていたと考えている人たちの発言が最も説得力があ
るように思われる。彼らは『イリアス』の一節（11．722－723）を口にするのである。
ミニュエイオス川ありて海に注ぐなり，
アレネのすぐ近くにて。
（3）この廃櫨はアニグロス川にごく近い。だから貴方は，サミコンがかつてアレネと呼ばれたことなど
あり得ない，と疑ってかかられるかもしれないが，それでもアルカディア地方の人たちはアニグロス
川の古名はミニュエイオスであったことを現に一致して認めているのである。エリス領のメセニア地
方との境界がネダ川の海寄り，下流地帯に置かれるようになったのは，ヘラクレイダイ（ヘラクレス
の末喬たち）のペロポネソス帰還があってのこととして差し支えなかろう。
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スキルウス
　（4）アニグロス川を過ぎて，大方が砂地で野生の松の木が生い茂る田園を相当距離行くと，貴方は左
側後方にスキルウスの廃櫨がご覧になれる。スキルウスはトリフユリア地方の諸都市のひとつなので
ある。ピサ人の対エリス戦争の際，スキルウスの人たちはピサ勢の味方となって，公然とエリス人に
敵対した。そのためエリス人は彼らに立ち退きを食らわしたのであった。（5）しかしその後，ラケダイ
モソ人はエリス領からスキルウスをもぎ取って，グリュロスの子で，当時アテネから追放の身であっ
たクセノフォソに与えた。クセノフォンがアテネ人によって逐われたその訳は，彼がこともあろうに
アテネ人に好意的なほうのペルシア大王（アルタクセルクセス2世）に対する遠征に参加して，ア
テネ民衆の最悪の敵であるキュロスの陣営に加担したためであった。現にキュロスはサルデイス滞在
中，アリストクリトスの子のリュサソドロスとその鷹下のラケダイモソ軍のために軍船用の軍資金を
出資していたのであった。そのような次第でクセノフォンは国外追放の身となり，スキルウスに定住
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナオス　　　　　　　　　　　　　 テメノスヒエロンしてアルテミス・エフェシア（エフェソスの女神）のための聖域と聖所，それに神殿を造営した。（6）
スキルウスは猪とか鹿といった野の獣たちの狩猟もできる。そして，スキルウス領の地をセリヌウス
川が貫流している。ところでエリス人の案内人たちは，エリス人はスキルウスをふたたび取り戻した
と語り，クセノフォンについても，彼はラケダイモン人から当所領を得ていたのでオリュンピア評議
会での審判に付されたが，エリス人側からの情状酌量に与ってスキルウス居住の許可とその安全保障
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムネ－マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　タフtスを得たと伝えている。実際，聖所から少し離れたところに一基の墓が見せてもらえて，その墓の上に
はペンテリコソ石切り場産出の大理石の肖像彫刻が載っている。近在の人たちはそれをクセノフォソ
の墓と伝えている。
テユパイオン山
　（7）オリュンピア街道に沿ってスキルウスからやって来ると，アルフェイオス川を渡る以前に，岩塊
の高くそびえる急峻な山が見えてくる。この山はテユパイオン山と名づけられている。エリス人の間
では，女たちがオリュソピア競技会にやって来るか，あるいは彼女らに禁止されている期間中にアル
フェイオスを渡河しただけでも，現場を捉えられた場合，その女たちをこの山から突き落とすのが伝
来の掟である。だが実際には捉えられた女は誰ひとりとしてなく，唯一の例外はカリパテイラであっ
たと伝わる。しかし，彼女のことをカリパテイラではなくフェレニケと呼ぶ人たちもいる。（8）夫に先
立たれた彼女は，わが身を選手訓練者（gymnastes）であった夫にまるでそっくりに仕立てて，出場
選手である自分の息子をオリュンピアに連れて行った。（息子の）ペイシロドスが優勝すると，カリ
パテイラは選手訓練者たちを囲っている仕切りがあるのだが，この垣根を飛び越したために，裸体を
さらけ出してしまった。女だということの現場を抑えられたが，人びとは彼女の父親，兄弟たち，そ
れに当の息子に敬意を表して一彼らはいずれもオリュンピアの大会優勝の栄冠に輝いていた一彼
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女を無罪放免したが，今後については選手訓練者に関する法律を制定して，彼らは裸体で競技の（矢
来）席に臨むべきこととした。
アルフェイオス川
　七章　オリュンピアに近づくと，そこにはアルフェイオス川の水が豊富にあって，目に和んでこの
上ない。というのも，言及に価する最も重要なものだけでも七つの川が，ほかのと合わせて，この川
に流れ込んでいるからである。メガロポリスを貫流したヘリソソ川がアルフェイオス川に注ぎ，ブレ
ソテアテス川もメガロポリス領から注ぎ込んでいる。アスクレビオスの聖所のあるゴルテユナ，同市
の脇をゴルテユニオス川が流れ，ブウファゴス川はメガロポリス領とヘライア領との中間のメライナ
イ市のところから，そしてクレイトリア人の領土からはラドン川，エリュマントス山からは山と同名
の川が流れている。以上の河川はアルカディア地方からアルフェイオス川へ流れ下っているのだが，
クラデオス川のほうはエリス領に発してこれと合流している。アルフェイオス本流の水源はアルカデ
ィア地方にあって，エリス領内にはない。（2）アルフェイオスについてはほかにもこんな話が伝わって
いる。彼アルフェイオスは狩人であって，アレトゥサを恋していたが，彼女のほうも狩りをやってい
た。ところがアレトウサは結婚を好まず，シュラクウサイ近傍の島，いわゆるオルテユギア島に渡っ
て行って，同地で人間から泉に転身し，アルフエイオスの身にも愛ゆえに河川への転身が生じたとさ
れている。（3）アルフェイオスに関する話でもこの点はまともではないが，アルフェイオスが海を通っ
　　　　　かて行って，彼の地でその水を泉に合体させているという点については，私とて不信を押し通すわけに
は行かない。というのも私は，デルフォイの神がこの点を認めているのを承知しているのであって，
同神はコリント人アルキアスをシュラクウサイ植民に送り出すに際して，つぎのような詩句を語り給
うたのであった。
霞める海原にオルテユギエなる島あり，
トリナキエの沖。かしこにてアルフェイオスの口は泡立つ，
流れも妙なるアレトゥサの泉とあい混じわりて。
ともかく，アレトウサにアルフェイオスの水が混じり合うということなので，そのため同河川の恋愛
謳が生まれたものと私なりに納得している。（4）ギリシア人にせよエジプト人にせよ，シュエネ彼方の
アイティオピア地方とアイティオピア人のメロエ市まで遡行したことのある人たちはこう語ってい
る。ネイロス（ナイル）川は湖に流入して，その湖をまるで陸上を行くように貫流する。そのあとは
下アイティオピア経由でエジプトに達し，ファロスまで流れたところで同地あ海中に潜り込んで行く
のだと。ヘブライ人の地にはイアルダノス（ヨルダン）とかいう川があって，私自身見て知っている
のだが，その川はティベリアス（ガリラヤ）と呼ばれる湖を貫流してもうひとつ別にある湖，いわゆ
る「死海」（thalassa　Nekra）に注ぎ込んだ挙げ句，この湖によって尽き果たされている。（5）死海は
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ほかのどんな水とも正反対の性格を帯びている。なにしろ，生きているものは泳がなくても浮かんで
おれるが，死んでしまったものは底に沈んでしまう。だから同湖は魚類の捕獲さえ行なわれない。と
いうのも，魚たちは明白至極の危険を避けて，自分になじみの水域へ回れ右してしまうからだ。とこ
ろで，アルフェイオス川と同じ性格のものに，ほかにもイオニア地方の水が挙げられる。この水の源
はミュカレ山中にあるのだが，途中の海を貫流したのち，ふたたびブランキダイ近傍のいわゆるパノ
ルモス湖に浮上している。
オリュンピア競技会の歴史
神話伝説時代
　（6）以上はお話した通りとして，オリュンピア競技会のほうについてエリス人の故事来歴の通暁者た
ちの語り伝えるところによれば，クロノスが天空に王国を営んだ最初の神で，そのクロノスのために
当時の人類，すなわち「黄金世代」と呼ばれた人たちの手でオリュンピアの地に一基の神殿が造営さ
れた。ゼウスが生まれるとレアはこの幼児の安全確保をイダイオイ・ダクテユロイ（「イダ族の指た
ち」），すなわちまたの名をクウレテス（「若き戦士たち」）という者たちに託した。彼らはクレタ島の
イダ山からやって来た連中で，ヘラクレス，パイオナイオス，エピメデス，イアソス，それにイダス
の面々であった。⑦そしてヘラクレスがお遊びで　　彼は最年長者であった　　兄弟たちを集めて陸
上競走（dromos）の試合をやらせ，彼らの優勝者に野生オリーヴ樹の枝の花冠を授けた。彼らの身
近かには野生オリーヴ樹がふんだんにあって，まだ新緑の葉を寝床にして彼らは休んだものであった
という。野生オリーヴ樹はヘラクレスの手でヒュペルポレオイ（極北人たち）の地からギリシア人の
ところへもたらされたとされていて，彼らヒュペルポレオイは風神ボレアス（北風）の彼方に住んで
いる人たちだという。
　（8）リュキア人のオレソはそのアカイイアに寄せる讃歌で，彼女アカイイアはこのヒュペルポレオイ
のところからデロス島にやって来たと歌った最初の人である。そのつぎにキュメの人メラノボスがオ
ピスとヘカエルゲに寄せる詩歌を歌って，彼女らもヒュペルポレオイのところから，しかもアカイイ
ア以前に，デロス島にやって来ていたとした。（9）プロコンネソスの人アリステアスは　　この人もヒ
ュペルポレオイに言及している　　おそらく彼らのことについてイセドネス族からもっと多くを聞き
出していたのであろう。ともかく彼はその詩で，自分はイセドネス族のところへ出向いたことがある
と主張しているのだから。
　それはともかく，イダ族のヘラクレスには往時の競技会を最初に開催して，オリュンピア祭典の名
を設けた最初の人物との名声がつきまとっている。彼が競技開催を足掛け五年目毎と定めたのは，本
人と兄弟を合わせた人数が五名であったためである。⑩一部の人たちはゼウスが当地で当のクロノス
と支配権をかけてレスリソグの試合をしたと言い，また一部の人たちはゼウスは自分の快挙を愛でて
競技会を主宰したとしている。そのほかの優勝者として伝わるのはアポロンで，同神は陸上競走でヘ
ルメスと争ってこれを負かし，ボクシング（pygme）で軍神アレスを制した。このようなことがあ
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ったので，五種競技（pentathlon）のうち跳躍（pedema）の種目には二本笛のピュティア風吹奏曲
の伴奏が導入された。ひとつには同吹奏曲がアポロンの神聖な音曲，もうひとつにはアポロンがオリ
ュンピアの優勝をさらっていたためである。
　八章　その後，デウカリオンのときギリシア諸国に生じたあの洪水から五〇年目の頃，イダ族のヘ
ラクレスの末喬に当たるカルデュスの子のクリュメノスがクレタ島からやって来て，オリュンピアの
地で競技会を開催し，祖先のヘラクレスをはじめ諸々のクウレテスのための祭壇を一基建立して，ヘ
ラクレスにはパラスタテス（介添い老）なる渾名を奉名した。ところがアエトリオスの子のエソデュ
ミオソがクリュメノスの支配を終わらせ，その王権を自分の息子たちのオリュンピアにおける
ド　ロ　モ　ス陸上競走の賞品に提供した。（2）エンデュミオンからせいぜい一世代あと，ペロプスがゼウス・オリュ
ソピオスに捧げる競技会を実にみごとに挙行して先人の誰をもしのいだ。ペロプスの息子たちがエリ
スの地から残りのペロポネソス各地に分散してしまうと，クレテウスの子で，父方を通してエンデュ
ミオンの従兄弟に当たるアミュタオン　　アエトリオスはゼウスの子とされているがそれは名目で，
実はアイオロスの息子だった　　，ともかくこのアミュタオンがオリュンピア祭典を開催し，彼のあ
とを受けてペリアスとネレウスとが共同で主宰した。（3）アウゲアスも開催したし，アンフィトリュオ
ンの子のヘラクレスもエリスを占領して開催した。彼が花冠を授けた優勝者たちのなかにはイオラオ
スがいて，彼はヘラクレスの牝馬どもを疾駆させた。他人の牝馬でもって試合に出場するのは古来公
認されたことであったのだ。現にホメロス（『イリアス』23．295）はバトロクロス葬送のために開催
された競技会で，メネラオスが一頭はアガメムノンの持ち馬アイテ，もう一頭のほうは自分の持ち馬
を使用する設定にしている。（4）イオラオスは普段でもヘラクレスの牝馬の手綱を取っている。ところ
でイオラオス本人は馬車競走（hamla），アルカディア人のイアシオスが騎馬競走（keletos　hippou
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ロ　モ　スdromos）で優勝し，テユンダレウスの息子たちのうちひとり（カストル）は陸上競走，ポリュデウ
ケスのほうはボクシソグで優勝した。ヘラクレス本人についてはレスリング（pale）と全力格闘技
（pankration）の優勝をさらったと伝わっている。
競技会新発足と競技種目の増設
　（5）オクシュロスのあと一オクシュロスも競技会を開催していた　　，ともかく同王治世のあと
イフィトスのときまでオリュンピア祭典は中断していた。私がすでに述べたようにイフィトスが競技
会を再興させたものの，人びとはまだ昔の事は忘れたままであった。彼らは徐々に往古の事柄を回想
し始め，思い出すたびに競技種目を追加して行くのであった。（6）この点は明白である。というのも，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ロ　モ　ス連綿とつながるオリュンピアドの始点にもどって回顧すると，最初は陸上競走の賞品が設けられて，
エリス人のコロイボスが優勝した（前776）。オリュンピアにはコロイボスの肖像彫刻はなく，墓が
エリス領の辺境にある。その後，第14期オリュソピアド（前724）に折り返し競走（diaulos）が種目
追加された。そしてピサの人ヒュペノスがこの折り返し競走で野生オリーヴ樹を得，そのつぎのオリ
ュンピアドにおいて〈長距離競走（dolichos）でラケダイモン人の〉アカントスが栄冠に輝いた。⑦
第18期オリュソピアド（前708）には五種競技（pentathlon）とレスリング（pale）の記憶が甦った。
一18一
51
パウサニアス研究皿
そして前者の種目にはランピスが，レスリングにはエウリュバトスが優勝して，両者ともラケダイモ
ン人であった。第23期オリュソピアド（前688）にはボクシング種目（pygme）の賞品が出された。
オノマストスが優勝したが，彼の出身地スミュルナは当時すでにイオニア人の世界に属していた。第
25期オリュンピアド（前680）には成熟馬チームの競走（hipp6n　telei6n　dromos＝四頭立て馬車競走）
が受け入れられて，テーベの人パゴンダスが馬車競技（harma）の優勝者と宣言された。（8）これから
8番目のオリュソピアド（＝第33期：前648）には成人組の全力格闘技選手（pankratistes　aner）の
出場と騎馬競走種目（hippos　keles）とを認めた。クランノンの人クラウクシダスの馬が先頭を切
り，シュラクウサイ出身のリュグダミスは全力格闘技種目（pankration）の出場者を軒並み制覇し
た。後者の墓はシュラクウサイの石切り場のところにある。このリュグダミスがテーベのヘラクレス
の体格に匹敵したかどうか，私のほうは一向分からないが，シュラクウサイの人たちの口ではそうだ
ったと伝わっている。（9）少年組の競技となると往古前例の記憶などいっさい辿れず，エリス人は自分
たちで気に入ったまま設置したのである。少年組の陸上競走とレスリソグ両種目の賞品は第37期オ
リュンピアド（前632）に設けられ，ラケダイモン人のヒポステネスがレスリング種目，エリス人の
ポリュネイケスが陸上競走種目にそれぞれ優勝した。第41期オリュソピアド（前616）には少年組の
ボクシング選手たちが出場呼び出しのコールを受け，出場選手のうちシュバリス人のフィリュタスが
最後まで勝ち残った。㈲重装歩兵競走（hoplit6n　dromos）は第65期オリュンピアド（前520）に承
認されたが，私が思うに軍事教練を配慮しての措置である。楯携帯の競走仲間に勝利した最初の人物
はヘライア出身のダマレトスであった。成熟馬二頭立てのシュノリス（syn6ris）と呼ばれる馬車競
走は第93期オリュンピアド（前408）に設置され，エリス人のエウアゴラスが優勝した。第99期オリ
ュンピアド（前384）には若駒の馬車競走（p616n　harma）の競技種目開設が良しとされた。そして
ラケダイモン人のシュバリアデスが若駒馬車競走の花冠を手にした。（11）その後，若駒の二頭立て馬車
競走（syn6ris　p616n）と若駒騎馬競走（p610s　keles）とが種目追加された。二頭立て馬車競走のほう
はマケドニア沿岸部出身の女性ベリスティケが，騎馬競走のほうはリュキア人のトレポレモスが優勝
者として宣言されたが，後者は第131期オリュソピアド（前256）のことで，ベリスティケの二頭立
て馬車競走はこれより足掛け3期前のオリュンピアド（第129期：前264）のことであった。第145期
オリュンピアド（前200）には少年組の全力格闘技種目に賞品が設けられて，トロアス市出身のアイ
オリス人ファイディモスが優勝した。
種目による競技の廃止
　九章　オリュンピアにおいては種目による競技の廃止もあった。エリス人が考え直してしかじかの
競技の挙行はまかり成らずと決めた場合がそうである。例えば，少年組の五種競技は第38期オリュ
ソピアド（前628）に設置され，同競技でラケダイモン人のエウテリダスが野生オリーヴ樹（の花冠）
を獲得したものの，その後は，少年組五種競技選手の試合登場はエリス人たちの気にまったく召さな
いところとなってしまった。アペネ（apene＝二頭立て螺馬の馬車）とカルペ（kalpe　＝牝馬競技）
の競走も左様で，前者は第70期オリュンピアド（前500）に，カルペ競走はこれにつづく会期（前
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496）にそれぞれ公認されていたのであるが，第84期オリュンピアドに両種目について，「今後はカ
ルペ競走もアペネ競走もまかりならず」との布告が出された。最初の設置時には，アペネはテッサリ
ア人テルシオスの馬車，カルペはデュメ出身のアカイア人パタイコスの馬が優勝した。（2）カルペとは
牝馬による競走で，騎馬選手たちは競走の最終段階で牝馬から跳び降り，馬具の面繋をつかんで牝馬
といっしょに走るのだが，それは現在私の時代にもいわゆる「アナバタイ」（anabatai＝騎乗者たち）
がやっているのと同じやり方である。アナバタイがカルペ競走と違うのは毛並みの別徴と，アナバタ
イ連中の馬が牡馬であるという点である。他方アペネ競走のほうは，競技自体の発案も古くはなく，
見てくれも良くはない。それに古来エリスの人びとには呪いがかかっていて，彼らの領土内では肝腎
の当該の動物などそもそも生まれっこないのである。実はアペネとは，馬の代わりに螺馬を二頭立て
（syn6ris）に仕立てて行なう馬車競走を言うのである。
競技会運営の規定
　（3）現在われわれの時代の競技会運営の規定（kosmos）は，諸々の競技種目の…が終わったあとか
ら，五種競技と馬（車）競走の各種目それぞれの犠牲獣を神に犠牲として捧げる定めになっているが，
この運営規定は第77期オリュソピアド（前472）に制定された。それ以前では，同じ一日のうちに人
間の競技も馬の競技もいっしょに挙行していた。当時，全力格闘技の選手たちは夜までずれ込んだも
のであった。というのも，ちょうど良い時間に出場呼び出しのコールがかからなかったためで，その
原因は馬事競技と何よりも五種競技の試合にあった。（だが，今回の改正に当たって）アテネ人のカ
リアスが全力格闘技選手仲間に勝ちを収め，今後は五種競技も馬事競技も全力格闘技の障害にはなら
せないこととされた。
　（4）競技会運営の任に当たる人たちに関する件では，当初に定められた規定が現在われわれの時代に
も，そのまま彼らに適用されているとは誰も考えてはおらず，現にイフィトスは当人ひとりで競技会
を主宰し，イフィトスのあともオクシュロスの子孫たちが同じように主宰したものだ。第50期オリ
ュンピアド（前580）にエリス市民全員の中から抽選で選ばれた二名の男にオリュンピア祭典の実施
が任され，そしてこのとき以降，長期にわたって競技運営委員（ag6nothetes）の人数は2名のまま
に留まっていた。（5）第95期オリュソピアド（前400）に9名のヘラノディケス（hellanodikes＝「ギリ
シア審判人」の意で競技審判員）が設けられた。うち3名には馬（車）競走が委ねられ，同数の別
のひと組は五種競技の監視人（epoptes）の役で，残るひと組はその他の競技種目すべての管理運営
に当たることとされた。この会期から2期目のオリュンピアド（前392）には10番目の競技運営委員
が追加された。第103会期（前368）には，エリス人の部族が12で，各部族から1名のヘラノディケ
スが出た。（6）ところが，エリス人たちはアルカディア勢から仕掛けられた戦争の圧迫で余儀なく領土
の一部と，乗っ取られた領域内にあった諸集落とを放棄した。そのため第104期オリュンピアド（前
364）には部族数をわずか8にまで縮小させ，ヘラノディケスたちもその部族数に等しい人数が選出
された。第108期オリュソピアド（前348）にはふたたび10名に立ちもどり，このとき以来，同数の
まま留まって現在のわれわれの時代に至っている。
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アルティス境内
　十章　ギリシア諸国には見ては驚嘆，聞いては感嘆に価するものがほかにも数多くあるが，エレウ
シスの神事とオリュソピアの競技会については特別に，神の恩寵（phrontis）に与っているところが
ある。
アルティス
　ゼウスの聖なる杜（アルソス）は，その名称をやや崩した形で，古来アルティス（Altis）と呼ば
れている。そして現に，オリュソピア競技会優勝者に寄せる讃歌を歌ったピンダロス（『オリュソピ
ア祝勝歌』10．45）によっても，その場所はアルティスの名で呼ばれている。
ゼウス神殿と祭神像
　（2）ゼウスのための神殿と祭神像は戦利品を元に建立されたが，それはエリス人がピサと，そのほか
周辺民（perioikoi）で，ともかくピサ住民と結託して離反した勢力を戦争で撃破した折りのことであ
った。フェイディアスが祭神像制作者であった旨の証拠に，ゼウス像の足元に刻まれている碑文があ
る。．
カルミデスの息子，アテネ人フェイディアスが吾を造れり。
（3）同神殿の造りはドリス様式で，外部は周柱式（peristylos）になっている。その建築石材は地元産
のポロス石（多孔質水成岩）。その破風（上端）までの高さは68ブース（ローマ尺で20．13m），幅は
95ブース（同じく28．12m），奥行230ブース（68．08m）。その建築家は地元の人リボンであった。屋
根瓦は焼成煉瓦ではなく，瓦の体裁に加工されたペソテリコン産の大理石である。この工夫はナクソ
スの人ビュゼスの発明と伝わる。ナクソス島には彼の制作になる祭神像群像があって，群像にはこん
な碑銘がついていると説かれている。
吾をレトが喬に捧げしはナクソスの人エウエルゴス。初めて
　大理石の瓦を造りしビュゼスの息子にして。
年代から言えば，このビュゼスはリュディアのアリュアテスとか，キュアクサレスの子でメディア人
の王であったアステユアゲスの頃の人であった。
　（4）オリュンピアでは（ゼウス神殿の）屋根の角ごとに金張りの容器レベス（lebes）が載り，破風
のちようど中央には勝利女神ニケ像が立っていて，これまた金張りの像である。ニケ像の下に黄金の
楯一面が奉納されていて，ゴルゴなるメドゥサの浮彫りが施されている。楯表面の銘文はその奉納者
一21一
54
たちと奉納の事由とを明らかにしている。その文面はこうなっている。
神殿は黄金の平盆（phiale）を保持。そはタナグラの地より
　ラケダイモソ人とその同盟軍が得て奉納せし品にして，
アルゴス人とアテネ人，イオニア人より獲得しての贈物。
　戦勝を記念せし「戦利品十分の一」（dekatE）の奉納なり。
この合戦への言及は，本書アッティカの巻（1．29．9一岩波文庫版（上），140頁以下）で私がアテネの
墳墓を叙述したさいに，もう済んでいる。
　⑤オリュンピアの神殿の円柱の上をめぐる柱上帯の外面には金張りの楯が21面あって，ローマ軍
の将ムンミウスの奉納。同将軍が戦争でアカイア勢を破り，コリントを占領して，ドリス系コリソト
住民に立ち退きを食らわせた際の奉納である。
破風彫刻
　（6）破風彫刻はと見ると，正面破風はペロプスの対オイノマオスの馬車競走の試合がまさに始まろ
うとする場面で，双方とも競走開始に向けて準備中である。ゼウスの像が破風のちようど中央に置か
れている。ゼウスの右側には頭にヘルメットを戴いたオイノマオスがいて，その脇が彼の妻ステロペ
で，彼女もアトラスの娘のひとり。オイノマオスの馬車を駆ったミュルティロスは馬どもの前に坐っ
ていて，馬の数は4頭。彼のつぎに2名の男がいる。彼らの名は欠如しているものの，彼らもつま
りは馬の面倒を見るよう，オイノマオスから指図された者たちであろう。（7）一番端にはクラデオスが
寝そべっている。このクラデオスはエリス人の間では何かにつけて，河川のうちアルフェイオスにつ
いで大きな尊崇を受けている。
　つぎにゼウス左側の破風彫刻群はと見ると，ペロプスとヒポダメイア，そしてペロプスの御者とひ
と組みの馬，それに2名の男たちがいて，この連中もペロプスの馬丁なのだろう。そして，またま
た破風は狭まって，先き（のクラデオスの場合と）と同じ様子にアルフェイオスがこの場所に置かれ
ている。ペロプスの御者を務める男の名は，トロイゼンの人たちの言葉ではスファイロスだが，オリ
ュソピアの案内人はカリアスだと言い切っていた。
　（8）正面の破風彫刻群はトラキア地方メンデ出身のパイオニオスの制作であったが，背面のそれはア
ルカメネスの制作である。彼は年代的にはフェイディアスの同時代人で，彫像制作の力量にかけては
彼に次ぐ地位を占めていた人物であった。彼の腕になる破風彫刻群はペイリトゥスの婚礼の席におけ
るラピタイ族の，ケンタウロスどもに対する戦いである。破風中央にはペイリトゥス。彼のわき片側
にはペイリトゥスの妻を強奪しているエウリュティオン，そしてペイリトゥスに加勢するカイネウス
がおり，もう片側のほうにはテセウスがいて，斧を武器にケンタウロスどもと戦っている。ケンタウ
ロスのある者は乙女を，ある者は美少年を強奪している。アルカメネスがこのような構図を制作した
のは私の思うに，ホメロスの詩の中で彼が学んで，ペイリトゥスがゼウスの子である旨を知り，さら
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にテセウスがペロプス〈から〉四代目（曾孫）に当たることを承知していたためである。
神殿入ロと後室入ロのメトープ浮彫り
　（9）オリュンピアにはヘラクレスの功業の大半の場面が（彫刻に）表わされている。同神殿の戸口上
方に浮彫りされているのは，アルカディア猪の狩猟，トラキア人ディオメデスを相手の件，エリュテ
イアにおけるゲリュオネス相手の件の諸場面と，アトラスの荷物をいままさに受け取ろうとする姿の
ヘラクレス，エリス領の糞掃除をするヘラクレスである。他方，神殿後室（opisthodomos）の戸口
上方には，アマゾン族の女から帯を剥ぎ取るヘラクレス，それに牝鹿の件，クノソスの牡牛の件，ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒュドラテユソファロスの鳥どもの件，そしてアルゴス領の地における水蛇の件と獅子の件とがともに表わさ
れている。
内陣
　㈹　青銅の戸口を入って右側の円柱の前には，ひとりの女性エケケイリア（Ekecheiria＝休戦）か
ら花冠を授けられるイフィトスの像があって，この群像に刻まれたエレゲイア詩がその旨を語ってい
る。本堂内にも円柱が何本も立っているが，内陣にはさらに列柱式天井桟敷（stoai　hyper6ioi）が（左
右両側に）あって，これらの桟敷を通って祭神像に近寄れる廊下もついている。そして，屋根に出ら
れる屈曲式の階段まで備わっている。
祭神像
　十一章　黄金象牙造りの祭神像は玉座に坐っている。その頭部にはオリーヴ樹の小枝を模した花冠
が載っている。右手には勝利女神ニケ像を一躯持っているが，同女神のほうもこれまた象牙黄金造り
で，一本のリボソを手に，頭には花冠を戴いている。祭神像の左手には，あらゆる金属片が散りばめ
られて華やかな笏杖が握られていて，その笏杖の上に止まっている一羽の鳥は鷲。同神のサンダルも
　　　　ヒマティオン黄金で，上衣も同じ。上衣には生き物たちの小さな意匠（z6idia）と植物ではユリの意匠があしら
われている。
玉座
　（2）玉座は黄金と各種宝石との組合せ，それに黒檀と象牙との組合せで実に絢欄多彩。そこに施され
ている図像意匠は，絵画による描写もあれば彫刻細工の場合もある。玉座の脚部それぞれには，4体
ひと組みの勝利女神ニケたちが輪舞合唱の姿形で表わされていて，別の2体ひと組みの同女神たち
が脚部各々の足元の辺りに表わされている。前脚双方のどちらにも，スフィンクスによって拉致され
たテーベの少年たちの姿があって，スフィソクスの下方ではニオベの息子たちをアポロンとアルテミ
スとが弓で射殺している。
　（3）玉座脚部の間には横木の桟（kan6n）が4本あって，それぞれ脚からもう一方の脚へまたがって
いる。入口正面向きの横木の桟もあって，これには7点の彫像がっいているのだが，一揃いのうち
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の8点目が消失してしまっていて，誰もそのわけを知らない。この一揃いの群像は，競技種目でも
古来のものを再現させた作品であろう。というのも，少年組の競技ではく全力格闘技選手の〉出場は，
フェイディアスの時代ではまだ制度となっていなかったからである。自分の頭にリボンを結んでいる
少年はパンタルケスの似姿と伝わり，このパンタルケスはエリスの若者で，フェイディアスの稚児さ
ん（paidika）であったという。そしてパンタルケスは，第86期オリュンピアド（前436）に少年組
のレスリング種目で優勝をさらった。
　（4）残りの横木桟にはアマゾン族を相手にヘラクレスとともに戦う軍勢の一団が表わされている。敵
味方両陣営を合わせた人数は29名に達し，テセウスもヘラクレスの陣営に組み込まれている。玉座
を支えているのは脚部だけではなく，脚部と等しい数の円柱が脚と脚の中間に立って支えている。玉
座の下に潜り込むことはできず，アミュクライでは玉座の内部まで入って行けたのとは様子が異なっ
ている。オリュンピアでは立ち入り禁止の仕切りの垣が隔壁のように築かれているのだ。
玉座隔壁のパナイノス筆の絵画
　（5）この仕切りの隔壁でも戸口側に向いた箇所は紺色の顔料一色で塗装されているにすぎないが，
そのほかの箇所ではパナイノスの絵画が見れる。その絵画には，天地を支えるアトラスの姿があっ
て，ヘラクレスがアトラスの重荷を受け継いでやろうとの構えで脇に立っている。ほかさらにテセウ
スとペイリトゥスの図，そしてギリシア（Hellas）とサラミス（Salamis）の図があって，サラミス
のほうは船首に据えられていた船飾りを手に持っている。さらにヘラクレスの功業のひとつであるネ
メアの獅子に対する格闘。（6）それにカッサンドラに対するアイアスの暴挙。母親と一緒のオイノマオ
スの娘ヒポダメイア。それに，まだ縛られたままのプロメテウスがいて，ヘラクレスが彼のために奮
起している。というのも，実はヘラクレスにまつわるこんな話があって，カウカソス（コーカサス）
山中でプロメテウスを苦しめていた例の鷲を彼が殺して，プロメテウス当人を縛めから解き放したと
いうのだ。最後に画中，ペンテシレイアは自分の霊魂を投げ出して，アキレウスが彼女を支えてお
り，さらに2人のヘスペリス（「夕方の娘」）たちが，その見張り番を任されていると伝わる林檎を
運んでいる。
　この（絵師）パナイノスはフェイディアスの兄弟で，アテネ市内ストア・ポイキレ（彩画館）の「マ
ラトン合戦図」も彼の筆になる。
玉座の装飾
　（7）玉座の天辺で，祭神像の頭部よりも高いところにフェイディアスは，片方に優雅女神カリスた
ち，もう片方には季節女神ホーラたち，どちらも三体ひと組みの群像をあしらった。後者の女神たち
も叙事詩（ヘシオドスr神統記』901）にゼウスの娘なりと語られていて，ホメロスは『イリアス』
（5．749－751）でホーラ女神たちは，宮廷の衛士さながら，天界を任されていると歌っている。
　ゼウス像足元の足台（hypothema），アッティカ方言のいわゆるトラニオン（thranion）には黄金
の獅子像とテセウスのアマゾン族に対する合戦の浮彫りがあしらわれている。この合戦は同胞ではな
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い勢力に対するアテネ人最初の壮挙であったわけである。
　（8）玉座とゼウス像，およびその周囲一帯の装飾を持ちこたえているのが台座（bathron）である
が，この台座には黄金（浮彫り）細工の諸像があしらわれていて，戦車にすでに搭乗の太陽神ヘリオ
ス，ついでゼウスとヘラ，〈さらにヘファイストスまでがいて〉，同神の脇には一体の優雅女神カリ
ス。同女神のつぎがヘルメス。ヘルメスのつぎが竈女神ヘスティアとなっている。ヘスティア女神の
つぎには愛神エロスがいて，海から出るアフロディテ女神の手を取って迎えている。そして説得女神
ペイトがアフロディテ女神に花冠を授けている。さらにアポロンとアルテミス女神のひと組みと，ア
テナ女神，それにヘラクレスの浮彫りが施されていて，台座の末端にはアンフィトリテとポセイド
ン，それに私には一頭の馬を駆っているように思える月女神セレネの諸像。ある連中に言わせると同
女神が乗るのは螺馬であって馬ではないとのことで，彼らはその騨馬について他愛もない伝承を口に
している。
祭神像の印象とフェイディアスの力量
　（9）オリュンピアのゼウス像の背丈・横幅の寸法が表記されているのを私は知ってはいるが，測量
した人たちのことは感心できない。というのも，彼らの挙げている寸法は，実際に見ている人たちが
祭神像について覚える印象には大きく及ばないからである。人びとはこの点こそ神像本体の，フェイ
ディアスの腕の冴えの証しとなるところと伝えている。実は，同祭神像が完成したときフェイディア
　　　　　　　　　　みこころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しるしスが，この作品が神の御意に召したならば，その徴を示し給えと神に祈ったところ，たちまち雷が床
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒュドリア　　エ　ビテ　マ面の一角を撃ったとされていて，それは現在私の時代にも青銅の水差しが天辺飾りに掲げられている
場所にほかならない。
オリーヴ油による祭神像の保全
　（10）祭神像正面側の床面一帯は，白大理石ではなく黒石で床が張られている。黒石床面の周りをパロ
ス大理石の台（krepis）が円形に縁取っていて，振り掛けられるオリーヴ油の堰止めになっている。
というのは，オリュンピアでは祭神像にとってオリーヴ油が有益なためであって，実はオリーヴ油に
は，アルティスの湿地性に由来する象牙損傷の発生を封ずる効能があるのだ。アテネ市内はアクロポ
リスの，いわゆる処女神パルテノスにはオリーヴ油ではなく，水のほうが象牙保全に有効。というの
は，そこのアクロポリスはかなりの高所にあるせいで乾燥しているため，象牙造りの祭神像は水その
ものと，水から出る湿気とを欲しがるからである。⑪エピダウロスで私が，そこのアスクレビオス祭
神像には一体どうして水もオリーヴ油も振り掛けられないのか，その理由を訊ねたところ，聖所管理
人たちは私に，同神は彫像本体も玉座も井戸の上に造られているからだと教えてくれた。
象牙談義
　十二章　人びとのなかには，象の口から外へ突き出しているのはその野獣の歯であって，角などで
はないと考えている人たちがいるものだが，こんな連中はアルケども，すなわちケルト地方の動物と
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か，「アイティオピアの牡牛ども」（犀）をよく見るがよい。現に，アルケどもの牡は両眉のところに
角がちゃんとある。ただし，牝にはまったく生えてはいないが。それに，アイティオピアの牡牛ども
は鼻のところに角を生やしているではないか。だから動物の口から角が生え出たとて，いまさら誰が
大仰天などしようか。（2）連中にはさらにつぎの点も勉強し直してもらう必要がある。すなわち，動物
の角は一年周期で抜け落ちてはまた生えてくるのであって，鹿しかり，カモシカしかり，象も同様の
性質になっている。一旦成長してしまった動物には二番目の歯などあるはずがない。もし口から突き
出しているのが歯で，角ではなかったとすれば，一体どうして再生などするのだろうか。しかも歯は
その本質上，火に決して弱くはない。ところが牛にせよ象にせよ，それらの角は火でもつて円筒形か
ら平板，そのほかどんな形にももって行ける。河馬や猪は下顎が突出牙を生やしているが，角はわれ
われの見るかぎり頭蓋から生えている。（3）したがって象の場合，角は一旦は側頭（krotaphos）両側
のところを上から下へ通過してから，改めて外側へ曲がっているとご承知置き願いたい。この件につ
いて私は伝聞を書いているのではなく，カプア地方のアルテミス女神の聖所で象の頭蓋骨を実際に見
たからこそ書いているのである。同聖所はカプアから30スタディオンほどの距離にあり，ここに言
うカプアとはカプア人の首都である。象はこのように他の一般の動物とは角の生え方が違っている次
第だが，そう言えばその体格も姿形も，他種の野獣とは似ても似つかない。ギリシアの人びとは神々
に寄せる尊崇にかけてはきわめて熱心で，金に糸目をつけないように私には思われる。なんとなれば
彼らのところには祭神像制作のための象牙が，インド人のところとか，アイティオピア地方からもた
らされているからである。
内陣・本堂前廊の奉納品
　（4）オリュンピアではアッシリア産の織物やフェニキアの紫染料で装飾の施された毛織物の幕をアソ
ティオコス（4世）が奉納しているが，アテネ市内の劇場を越えた上手に懸かっている黄金の楯とそ
の表面のゴルゴ像も同じアンティオコスの奉納品。アルテミス・エフェシアの神殿の場合とは異なっ
て，オリュソピアのこの幕のほうは屋根まで引き揚げられておらず，細引きを緩めて床面まで垂れ下
がらせてある。
　（5）内陣とか本堂前廊に安置されている奉納品にはエトルリア人の王アリムネストスの玉座があっ
て，同王はオリュンピアのゼウスに奉納品を贈った異民族最初の人物である。それにキュニスカの馬
の青銅群像があって，これは彼女のオリュンピア優勝の記念。これらは実物の馬の背丈はなく，本堂
前廊を入った右手に立っている。青銅上張りの三つ足の鼎も奉献されていて，机が作られる以前に
は，優勝者たちの花冠はここに展示されていた。（6）皇帝たちの肖像彫刻では，ハドリアヌス帝のもの
はアカイア同盟の加盟諸市が奉納したパロス大理石彫刻であり，トラヤヌス帝のものはギリシア人全
体の奉納。同帝はトラキア地方彼方のゲタイ族を帝国の版図に加え，アルサケスの末喬のオスロエス
とそのパルティア勢に対して戦争を遂行した。同帝の土木工事でも最も言及に価するのは，帝の名を
冠した浴場，ずばり円形の大劇場，馬車競走用の全長2スタディオソの建物，それにローマ市民の
広場で，これはほかの装飾の点でもそうだが，とくにその青銅葺きの屋根が一見に価する。
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　（7）円形構造物に収められている肖像では，貌珀像はローマ皇帝アウグストゥスの肖像で，象牙像の
ほうはビテユニア王ニコメデスの肖像と伝わる。ビテユニア地方最大の都市は以前はアスタコスと呼
ばれていたのが，同王にちなんで名が改められた。同市の元々の都市建設者はジュポイテスで，この
名前から推測すると出身はトラキア人であった。ところで，アウグストゥス像の素材に利用されたほ
うの號珀（elektron）だが，天然物はエリダノス川の砂原で発見されるものの，きわめて希少で，し
かも用途多方面のため人間には貴重品である。ただし，別種のエレクトロン（號珀色金属）は金と銀
の合金である。（8）オリュンピアの神殿にはネロ帝の奉納品として三点は野生オリーヴ樹の葉を模した
花冠で，四点目は樫の葉を模した花冠である。同所には25面の青銅の楯も奉献されていて，重装歩
兵競走選手たちの競走用具である。あれこれの石碑が建立されているが，そのひとつアテネ人，アル
ゴス人およびマンティネイア人に対する石碑には，期間100年にわたる同盟関係に関するエリス人側
の誓約が碑文に刻まれている。
ぺロピオン
　十三章　アルティス境内には，ペロプスのために捧げて切り取られた聖域（apotetemenon　teme－
nos）もある。オリュソピアに所縁の半神たちのなかでもペロプスはエリスの人びとから，ちょうど
神々の世界におけるゼウスの場合のように特別の尊崇が寄せられている。さて，そのペロピオソ（ペ
ロプス半神廟）はゼウス神殿の入口側から見て右側，つまり風神ボレアス（＝北）側に寄ったところ
にあり，同神殿とは充分に距離があって中間に肖像彫刻そのほかの奉納品などが建立できる。（その
範囲は）同神殿の中央辺りから始まって神殿後室の辺りにまで達している。石垣がめぐらされてい
て，その境内には樹木が生え，肖像彫刻も奉献されている。（2）この聖域の入口は太陽の沈む側にあ
る。同聖域をペロプスに捧げるために取り分けた（aPoneimai）のはアンフィトリュオンの子のヘラ
クレスであったと伝わっている。彼がペロプスの四代目の子孫であったためだが，彼はペロプスのた
めに土坑（bothros）の中に向かって犠牲の儀式を司ったとも伝わる。現在でも，年毎の就官者たち
はペロプスに犠牲を捧げていて，その犠牲獣は黒い牡羊である。この犠牲には占師（manteus）の分
け前などなく，牡羊の喉首だけがいわゆる薪係り（xyleus）に与えられる仕来りになっている。（3）薪
係りとは「ゼウスの下僕たち」（oiketai　tou　Dios）の一員で，その任務は犠牲式用の薪を所定料金で
諸都市や個人に提供することにある。薪は白楊樹で，他の樹木はどれも駄目。当のエリス市民にせよ
外人にせよ，ペロプスに捧げられた犠牲獣の肉を食べた者は，ゼウス（祭神像）のもとに額突くのは
ご法度である。同じ制限は，カイコス川上手のペルガモスにおいても，テレフォスに犠牲を捧げた者
たちに対しても設けられていて，このような人たちは，入浴を済ますまではアスクレビオス（祭神像）
の前に出れないのである。
　（4）また，こんな伝承もある。イリオン攻略の戦争が長期化したとき，…占師たちは彼ら（ギリシア
軍将兵）に予言して，ヘラクレスの弓とペロプスの骨とを入手しないかぎり同市は攻略できないと言
った。そこで彼らはフィロクテテスを呼びに遣って陣営に出頭させる一方，ピサの地からはペロプス
の骨のうち肩肝骨が彼らのもとに運ばれて来たという。ところが彼らが家郷へ引き揚げる途中のこ
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と，ペロプスの骨を運んでいる船がエウボイア島近海で嵐のために遭難してしまった。（5）イリオソ陥
落からずっと何年もあと，エレトリアの漁師ダマルメノスが海中に網を投げたところ骨を引き揚げた
ものの，その余りの大きさに仰天して砂の中に埋めて隠してしまった。挙げ句の果て彼は一体それが
誰の骨なのか，自分はそれをどう処理すべきなのか，それを教わる必要のためにデルフォイにやって
来た。⑥ところが何と神の慮りによって，折しも，疫病の対策を求めるエリス人の〈使節団が〉居合
わせた。そこで巫女ピュティアはこの一団にはペロプスの骨を取り返せと，ダマルメノスには自分の
発見物をエリス人に引き渡せと告げた。その通りを行なった彼に，エリスの人たちが様々なお礼をし
たそのひとつが，「ダマルメノスは本人とその子孫ともども骨の番人たるべし」ということであった。
ペロプスの肩肝骨は現在私の時代にはすでに消滅してしまっているが，私が思うにそれは長期にわた
って深海に隠されていたためであり，したがって歳月もさることながら，何と言っても海水による直
接の侵食を受けたせいである。
　（7）ペロプスとタンタロスがわれわれのところ（＝パウサニアスにとっての俺が家郷）に住んでいた
ことの印しは，現在でもつぎのこんな程度のものが残っている。タソタロスについては彼の名で呼ば
　　　　　　　　　タフォスれている湖と顕著な墳墓があり，ペロプスのほうについてはシピュロス山中の，母神プラステネの聖
所を越えたところの山の頂上に彼の玉座があり，ヘルモス川を渡ったところのテメノスには天人花の
生木に彫られたアフロディテの祭神像がある。ペロプスがこれを奉納した，との記憶がわれわれにま
で伝えられていて，彼が事前に同女神の御心を宥めたうえで，ヒポダメイアとの結婚が実現できるよ
うに祈願した折りの奉納という。
ゼウスの大祭壇
　（8）ゼウス・オリュンピオスの祭壇はペロピオソとヘラ女神の聖所それぞれからほぼ等距離にあっ
て，両者の前方の位置をを占めている。一部の人たちはそれはイダのヘラクレスによって造られたと
伝え，また一部の人たちはこのヘラクレスより二代あとの地元の英雄たちによると伝えている。それ
はゼウスに捧げられた犠牲獣の腿肉の灰で造られていて，ペルガモスにおけるのと同じである。ヘラ
・サミア（サモスの女神）の祭壇も実は灰で出来ているのだが，アッティカの田園にあってアテネの
人たちが「出来合い炉」と呼んでいるものに較べてもさっぱり見栄えがしない。（9）オリュンピアにお
ける祭壇の第一基壇はプロテユシス（prothysis＝「犠牲前段」の意）と呼ばれているのだが，その全
周は長さ125ブース。そしてプロテユシスの上に載る…の円周は32ブース。祭壇全体の高さは22ブー
スにも達する。犠牲獣本体は下段プロテユシスで犠牲に捧げるのが彼らの決まりだが，腿肉は祭壇の
最高所まで運び上げ，その場で犠牲に供する。㈹プロテユシスに登る階段は両側面それぞれから石造
りのものが通じている。プロテユシスから祭壇上部にかけては灰を固めた階段になっている。乙女ら
や既婚の女性にしても，彼女らのオリュソピア立ち入り禁止の期間でなければ，プロテユシスまでの
昇降はできる。ここから先き祭壇最高所までは，登壇できるのは男子のみである。ゼウスへの犠牲は
祭礼行事のないときでも私人たちによって捧げられ，エリス人からは毎日捧げられている。
　（11）毎年，エラフィオス月の19日の日付けを守って占師たちは中央市庁舎から灰を運び出してアル
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フェイオス川の水と捏ね合わせ，このようにして祭壇に泥の上塗りをする。ほかの水ではその灰は決
して粘土状にはならない。そのために，河川のうちアルフェイオスはゼウス・オリュンピオスにとっ
て特別のお馴染み（philos），とみなされている。ミレトス領のディデュマにも祭壇があるのだが，
それはテーベ出身のヘラクレスの手で，ミレトス人の伝承によれば，なんと犠牲獣の血で造られたと
いう。しかしそれ以降，犠牲獣の血では同祭壇の大きさは巨大なものには膨れ上がらなかった。
　十四章　オリュンピア所在の祭壇には，ほかにもこんな不思議がつきまとっている。鳥のうちでも
とくに鳶（iktin＝iktinos）は物をさらう習性が強いものだが，オリュンピアでは犠牲を捧げる人び
とに対して何ひとつ害を加えない。万一，鳶が内臓とか肉片をさらうようなことがあったとすれば，
供犠者にとって吉兆とはみなされない。また，こんな話もある。アルクメネの息子のヘラクレスがオ
リュンピアで犠牲を捧げていると，蝿が彼にひどくうるさくつきまとった。自分で考えたか人に教わ
ったのか，彼はゼウス・アポミュイオス（Apomyios＝蝿の駆除者）に犠牲を捧げ，このようにして
蝿どもをアルフェイオス川の彼方に追い返したというのだ。これと同様にエリスの人たちはゼウス・
アポミュイオスに犠牲を捧げて，エリス領でもオリュンピアの地から蝿を追い払っているとの話であ
る。
　（2）ゼウス神への犠牲式には白楊の薪だけを用いて，ほかの樹木のものは一切用いないとするのがエ
リス人たちの決まりであるが，白楊を優先させているその理由は，私が思うに，ヘラクレスがその木
をギリシア人のところヘテスプロティア地方からもたらしたからにほかならない。どうやらヘラクレ
ス自身も，オリュンピアでゼウス神に犠牲を捧げるさい，犠牲獣の腿の骨を白楊の薪の上で焼いたも
のと思われる。ヘラクレスは白楊がテスプロティア地方の川であるアケロンの河畔に生えているのを
発見したのであって，そうなればこそ，その木はホメロス（『イリアス』13．389；16．482）によって
「アケロイス」（Acher6is）と呼ばれているのである。現に昔の話に留まらず現在でも，一口に河川
と言っても満遍無く草木の植生に有効というわけではない。ギョリュウ（御柳）はマイアソドロス川
によってその大半が，しかも特大級のものに育て上げられるかと思えば，ボイオティアのアソボス川
は最も背の高い葦を植生させる特性をもち，ペルセイア樹はネイロス川の水だけを好む。このような
わけで白楊にせよ，黒楊，野生オリーヴ樹にせよ，何らの不思議でもない。白楊がアケロソ河畔に最
初に生え出たのに対して，野生オリーヴ樹はアルフェイオス河畔に生え，黒楊は黒楊でケルト人の土
地とケルト系エリダノス川の育成物であるにすぎない。
アルティス内外の祭壇一覧
　（4）さて，大祭壇の話は以上までとして，つぎにわれわれはオリュンピアにあるすべての祭壇をめぐ
ることにしよう。そのさい私の話は，エリスの人びとが仕来りとしてその順に祭壇で犠牲を捧げるも
のだヂとしているその順番に沿って展開する。彼らは先ず最初に竈女神ヘスティアに犠牲を捧げ，二
番目はゼウス・オリュソピオスで，神殿内陣の祭壇に詣でて捧げる。三番目は…ひとつの祭壇で行な
い，この供犠も仕来りになっている。（5）〈四番目と〉五番目はアルテミスとアテナ・レイティス
（Leitis＝戦利品の女神）で，六番目は（アテナ・）エルガネ（Ergane＝工匠女神）。このエルガネに
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はフェイディアスの子孫たち，いわゆるファイドリュンタイ（「清掃者」）も犠牲を捧げるのだが，彼
らはゼウス祭神像に付着した埃を払う特権をエリスの人たちから得ていて，同祭神像磨き立ての作業
に取りかかる前にこの祭壇で犠牲を捧げるわけなのだ。アテナ女神のもうひとつ別の祭壇が同神殿の
近くにあって，その脇のアルテミスの四角形の祭壇は徐々に高くなっている。⑥以上列挙したものを
過ぎると，つぎに人びとはアルフェイオスとアルテミス女神に同じひとつの祭壇で犠牲を捧げる。そ
の因縁をピンダロスはその詩歌のどこかで（rネメア祝勝歌』第1．1）明かしており，われわれもレ
トリナイオイ族の話のなかで（6．22．8）書くことになろう。これから遠くはないところにもうひとつ
別の，アルフェイオスのための祭壇が築かれていて，その脇にあるのがヘファイストス神の祭壇。エ
リス人のなかには，ヘファイストスのこの祭壇のことを「ゼウス・アレイオス（軍神）の祭壇」と名
づけている人たちがいる。このような人たちは，オイノマオスがこの祭壇でゼウス・アレイオスに犠
牲を捧げたのだと伝えていて，ヒポダメイアの求婚者どもの誰かとの馬車競走の試合に臨む度に彼は
そうしたという。（7にれを過ぎると，渾名をパラスタテス（戦友）というヘラクレスのための祭壇が
築かれていて，このヘラクレスの兄弟のエピメデス，イダス，パイオナイオス，それにイアソスそれ
ぞれの祭壇も築造されている。イダスの祭壇が別の人たちによって「アケシダスの祭壇」と呼ばれて
いるのを私は承知している。オイノマオスの家屋敷の土台のあるところ，そこに祭壇が二基あって，
ひとつはゼウス・ヘルケイオス（屋敷の神）の祭壇で一これはオイノマオス当人の造営と思われる
一，もうひとつのゼウス・ケラウニオス（雷神）の祭壇のほうは私が思うに，のちに雷がオイノマ
オスの家を直撃した折りに，人びとが造ったのであろう。（8）大祭壇のことは少し前に触れておいた
が，それは「ゼウス・オリュンピオスの祭壇」と呼ばれている。この脇に「知られざる神々
（Agn6stoi　theoi）の祭壇」一基があって，そのつぎにゼウス・カタルシオス（浄めの神），勝利女神
ニケ，そしてふたたびゼウスでも渾名をクトニオス（地下神）というゼウス神，それぞれの祭壇がつ
づく。万神の祭壇と添え名をオリュンピアというヘラ女神の祭壇もあって，後者はこれまた灰で造ら
れている。これはクリュメノスの奉納品とされている。この祭壇を過ぎると，アポロンとヘルメスの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リュラ祭壇が一基あって両者共通となっているのは，両神にまつわるギリシア人の伝承ではヘルメスは竪琴
の，アポロソはキタラの発明者となっているからである。（9）引きつづいてホモノイア（協調），また
もやアテナ女神，そして神々の母なる女神の祭壇がずらりと並んでいる。競技場入口のすぐ近くに二
基の祭壇があって，うち一基は「ヘルメス・エナゴニオス（競技主宰者）の祭壇」と呼び，もう一方
は「カイロス（好機）の祭壇」と呼んでいる。私はキオスの人イオンの作品にカイロス讃歌のあるこ
とを承知していて，この讃歌で彼はカイロスの系譜を跡づけてゼウスの最年少の息子なりとしてい
る。「シキュオン人の宝庫」の近くにクウレテスの一員のほうか，それともアルクメネの息子のほう
か，ともかくヘラクレスの祭壇がある。現に両方の説があるのだ。いわゆるガイオン（大地女神ゲー
の聖所），そこには大地女神ゲーの祭壇があって，これまた灰で造られている。相当古い時代には大
地女神ゲーの託宣所までここに所在したと伝わる。いわゆるストミオン（開口部）には掟女神テミス
の祭壇が設けられている。ゼウス・カタイバトス（下降者）の祭壇の周囲全体は柵がめぐらされてい
るが，これは灰造りの大祭壇の傍にある。ここで思い起して戴きたいのは，祭壇を数え挙げていくの
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に建立場所の順を追って挙げているのではないという点であって，われわれの話がエリス人の供犠の
順番通り，あちこちに飛ぶのも仕方がない。ペロプスの聖域の傍にディオニュソスと優雅女神カリス
たち共通の祭壇一基があって，両者の中間には詩歌女神ムウサたちの祭壇，さらにつづいて妖精たち
の祭壇がある。
　十五章　アルティスの外側に一棟の建物があって，「フェイディアスの工房」と呼ばれている。フ
ェイディアスは祭神像をその部分ごとにここで仕上げて行ったのである。ところで，この建物の屋内
には万神共通の祭壇が一基ある。
　（2）ふたたびアルティスに後戻りすると，レオニダイオンの真向いに当たるところに一レオニダイ
オソは聖なる囲いの外側は外側だが，その建てられている場所はアルティスの入口でも祭礼行列の一
行には唯一の通路である「祭礼行列口」に面している。この建物は地元の男レオニデスの奉納品であ
って，現在私の時代にはギリシア統治のローマ人官吏らがこれを住居にしている。「祭礼行列口」の
入口からアギュイア（agyia）の道幅一本分だけ隔たっている。つまり，アテネ人なら「狭い路地」
（stenOPOS・狭い道）というところをエリス人は「表通り」（agyia）と呼んでいるのだ　　，（3）つまり
アルティスの境内において，レオニダイオンを左側に残しながら先へ進んで行くと，先ずアフロディ
テの祭壇があって，そのつぎが季節女神ホーラたちの祭壇。そして右側はと見ると，（ゼウス神殿）
後室（opistodomos）ぎりぎりのところに一本の野生オリーヴ樹が生えている。これは「麗しの花冠
のオリーヴ樹」（elaia　kallistephanos）と呼ばれていて，オリュンピア競技会優勝者たちには，この
オリーヴ樹から作られた花冠が授与される仕来りである。この野生オリーヴ樹の近くに妖精たちの祭
壇が一基設けられている。彼女らはひと呼んでカリステファノイ（「麗しの花冠」）という。
　（4）アルティス聖域外のものになるが，レオニダイオンの右手にアルテミス・アゴライア（市場の女
神）の祭壇，それにデスポイナ（女主人）たち一どの女神をもってデスポイナと名づけているかに
ついては本書のアルカディアの巻（8．37．9）が教えるであろう一の祭壇も設けられている。これを
過ぎるとゼウス・アゴライオス（市場の神）の祭壇。それに，いわゆるプロヘドリア（「特別席」）の
前には渾名をピュティオスというアポロンの祭壇があって，そのつぎがディオニュソスの祭壇。この
祭壇はそう遠くはない昔，私人たちによって奉納されたと伝わる。
　（5）馬車競走の出走地点（aphesis）に向かって歩いて行くと祭壇があって，その銘は「モイラゲテ
ス（運命女神モイラたちの先導）の（祭壇）」とある。ゼウスの添え名であることは明白で，同神は
こと人間については万事をお見通しで，何を運命女神モイラたちが人間どもに与え，何が彼らに運命
づけられていないかご存じなのだ。近くに運命女神モイラたちの長方形の祭壇が一基あって，それを
過ぎるとヘルメスの祭壇。そしてゼウス・ヒュプシストス（至高神）の祭壇二基がつづいて並んでい
る。馬車競走の出走地点となっているのは吹きさらしの露天下で，その出走線のほぼ中央に当たると
ころにポセイドン・ピッピオス（馬の神）とヘラ・ピッピア（馬の女神）それぞれの祭壇があり，円
柱のところにはディオスクウロイの祭壇がある。（6）いわゆるエンボロス（「喫」）に通ずる入口の片側
にはアレス・ピッピオスの祭壇，もう片側にはアテナ・ピッピアの祭壇がある。エソボロスそのもの
の域内に足を踏み入れてみると，幸運女神テユケ，パン神，それにアフロディテ女神それぞれの祭壇
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があって，エソボロスの一番内側にはアクメナイ（女盛り）と呼ばれている妖精たちの祭壇がある。
一棟の列柱館があって，エリスの人たちはこの建物に棟梁の名を冠して「アグナプトスの列柱館」と
呼んでいるのだが，この列柱館から引き返すと右側にアルテミスの祭壇がある。
　（7）「祭礼行列口」からふたたびアルティスの境内に入ると，ヘラ神殿の背後にクラデオス川とアル
テミスそれぞれの祭壇があって，それらのつぎがアポロンの祭壇，四番目は添え名をココカ（Kok6－
ka）というアルテミスの祭壇，五番目はアポロン・テルミオス（Thermios）の祭壇である。エリス
人の言うテルミオスだが，これはアッティカ方言ではテスミオス（thesmios　＝掟の）になることぐら
い私自身にも見当がついた。しかし，一体どういうわけでアルテミスにココカという渾名がついたの
か，私は教わることができなかった。（8）いわゆるテエコレオソ（神官の住居）の前方に一軒の建物が
ある。この建物の一角にパン神の祭壇が建立されている。エリスの中央市庁舎はアルティスの境内に
あつて，その出口の脇に建てられているのだが，アルティスの出口そのものは体育所の真向いに当た
っている。この体育所内には運動選手たちのための走路（dromos）やパライストラ（palaistra＝格
闘技練習所）がそれぞれ複数備わっている。中央市庁舎の戸口の前にはアルテミス・アグロテラ（狩
猟女神）の祭壇がある。当の中央市庁舎の屋内では，彼らエリス人の（エリス市の象徴である）炉の
安置されている部屋をお目当てに通って行くと，入口右側にパソ神の祭壇がある。炉はこれまた灰で
出来ていて，その上では火が連日連夜，欠かさずに燃えつづけている。すでに述べたように（本巻
13．11），この炉からエリスの人たちは（ゼウス・）オリュンピオス神の祭壇まで灰を運ぶのであって，
同祭壇の巨大化にはこの炉から運び込まれた分の寄与するところが決して少なくはないのである。
　⑩毎月一回だけエリスの人びとは，上に列挙したすべての祭壇で犠牲を捧げるのだが，その供犠は
古式床しい。蜂蜜で捏ね上げた小麦と合わせて乳香（liban6tos）を祭壇で燵らせるのだが，オリー
ヴ樹の若枝もそこに添え，葡萄酒のお神酒を注いで献酒の儀（sponde）としている。エリス人の慣
習では，妖精たちとデスポイナたちにだけは葡萄酒のお神酒は注がず，万神共同の祭壇でも同様とな
っている。これらの供犠万端の管理運営を任されているのは，任期一ヵ月で就官の栄誉にあずかる神
官（theekolos）一名，それに占師たちやお神酒運び（spondophoros）たちであって，このほかさら
に神事解説者（exegetes）や笛吹き（auletes），そしてあの薪係り（xyleus）が加わる。⑪中央市庁
舎屋内で催される供犠献酒の儀に際して唱えるのが彼らエリス人の仕来りである祝詞や，彼らがどん
な讃歌を歌うのかの点まで本書に組み入れるのは私のなすべきことではないと判断した。彼らはギリ
シア系の神々ばかりか，リビュアに在す男神（アソモソ）やヘラ・アンモニア（アンモソの伴なる女
神），それにパラソモン（アンモンの脇侍）にも供犠献酒のお神酒を注ぐ。パラソモンはヘルメス神
の添え名のひとつである。彼らエリス人はリビュア所在の託宣所を大昔から利用してきた模様で，現
にアンモン神の聖所にあるいくつかの祭壇はエリス人（の国家名義）の奉納品であって，それらには
エリスが伺いを立てた質問の内容や同神から下された託宣，それにエリスからアンモン神のもとを訪
れた（神託拝受使節）一行の名前も刻まれている。⑫アソモン神の聖所に所在のものは以上として（話
をもどすと），エリスの人びとは半神たちや半神の妻たちにも供犠献酒のお神酒を注ぐのだが，当地
エリスで尊崇されている半神に加えて，アイトリア人の間で祀られている半神たちまで含んでいる。
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中央市庁舎で一同が歌うのは，歌詞はすべてドリス方言だが，作詞者が誰だったかは伝わっていな
い。エリス市の公式の宴会場があるのだが，ここの場合も中央市庁舎内にあって，炉の備わっている
部屋の真向いになる。オリュンピア競技会優勝者たちは，この部屋でご馳走のもてなしを受けるの
だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ばば　けいじ）
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